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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データパケットを受信し、前記データパケットを符号化されたパケットへ符号化をする
エンコーダと、
　前記符号化されたパケットを受け、前記符号化されたパケットの一部をパンクチャして
パンクチャされたパケットを供給するフレームパンクチャ要素と、
　前記フレームパンクチャ要素に接続され、前記パンクチャされたパケットを受け、かつ
前記パンクチャされたパケットを並行チャンネルへデマルチプレクシングする可変レート
制御器と、
　前記可変レート制御器に接続され、前記並行チャンネルを受け、かつ前記並行チャンネ
ルをウォルシュカバーでカバーし、直交チャンネルを供給するウォルシュカバー要素と、
　前記ウォルシュカバー要素に接続され、前記直交チャンネルを受け、かつ前記直交チャ
ンネルをスケール合わせし、スケール合わせされたチャンネルを供給する利得要素とを含
む高速パケットデータ伝送のための送信機。
【請求項２】
　前記並行チャンネルの各々が固定データレートを持っている請求項１の送信機。
【請求項３】
　前記利得要素に接続され、前記スケール合わせされたチャンネルでパイロットおよびパ
ワー制御バーストを多重化するマルチプレクサをさらに含む請求項１の送信機。
【請求項４】



(2) JP 4382868 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

　前記パイロットおよびパワー制御バーストが各タイムスロット内の固定位置に位置付け
られる請求項３の送信機。
【請求項５】
　前記パイロットおよびパワー制御バーストが各タイムスロット内の2つの位置で提供さ
れる請求項３の送信機。
【請求項６】
　前記利得要素に接続され、前記スケール合わせされたチャンネルでプリアンブルを多重
化するマルチプレクサをさらに含む請求項１の送信機。
【請求項７】
　前記フレームパンクチャ要素と前記可変レート制御器との間に置かれ、スクランブ系列
で前記パンクチャされたパケットをスクランブルするスクランブラをさらに含む請求項１
の送信機。
【請求項８】
　前記ウォルシュカバーの各々が長さ16ビットである請求項１の送信機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデータ通信に関する。なお特に、本発明は高レートパケットデータ伝送の新規
かつ改良された方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日の通信システムは応用の多様性を支持することを要求される。かかる通信システム
の１つは“2重モード広帯域スペクトラム拡散セルラーシステムのTIA/EIA/IS-95移動局－
基地局互換性標準”以下IS-95標準として参照される、に適合する符号分割多元接続（CDM
A）システムである。CDMAシステムは地上リンクでユーザ間の音声およびデータ通信を許
容する。多元接続通信システムにおけるCDMA技術の使用は、共に本発明の譲受人に譲渡さ
れ、かつここに引用文献として組込まれた“サテライトまたは地上中継器を使用するスペ
クトラム拡散多元接続通信システム”と題するU.S.特許No．4,901,307、および“CDMAセ
ルラー電話システムにおける波形発生のシステムおよび方法”と題するU.S.特許No．5,10
3,459に開示される。
【０００３】
　この明細書において、基地局は移動局が通信するハードウエアと解釈する。セルは用語
が使用される文脈に依存して、ハードウエアまたは地理学上のカバー領域と解釈する。セ
クタはセルの区分である。CDMAシステムのセクタがセルの属性を有するので、セルの用語
に記述された教示はセクタに難なく拡張される。
【０００４】
　CDMAシステムにおいて、ユーザ間の通信は１つまたはそれ以上の基地局を通して伝えら
れる。１つの移動局の第1のユーザは基地局へ逆方向リンクでデータを伝送することによ
り第2移動局の第2ユーザと通信する。基地局はデータを受信し、他の基地局へデータを送
ることができる。データは同じ基地局、または第2基地局の順方向リンクで第2移動局へ伝
送される。順方向リンクは基地局から移動局への伝送を意味し、逆方向リンクは移動局か
ら基地局への伝送を意味する。IS-95システムにおいて、順方向リンクおよび逆方向リン
クは別々の周波数を割り当てられる。
【０００５】
　移動局は通信中少なくとも１つの基地局と通信する。CDMA移動局はソフトハンドオフ中
多数の基地局と同時に通信することができる。ソフトハンドオフは先の基地局とリンクを
切る前に新しい基地局とリンクを確立するプロセスである。ソフトハンドオフは落とされ
る呼びの可能性を最少にする。ソフトハンドオフプロセス中1つ以上の基地局を通して移
動局と通信を提供する方法およびシステムは、本発明の譲受人に譲渡され、かつここに引
用文献として組込まれた“CDMAセルラー電話システムにおける移動援助ソフトハンドオフ
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”と題するU.S.特許No．5,267,261に開示される。ソフトハンドオフは、それによって通
信が同じ基地局によりサービスされる多元セクタを越えて起るプロセスである。ソフトハ
ンドオフのプロセスは本発明の譲受人に譲渡され、かつここに引用文献として組込まれた
、1996年12月11日申請された“共通基地局のセクタ間でハンドオフを実行する方法および
装置”と題する継続中のU.S.特許出願No．08/763,498に詳細に記述される。
【０００６】
　無線データ応用の与えられた増大している需要のため、非常に高レート的な無線データ
通信システムの必要が重要性を増してきた。IS-95標準はトラヒックデータおよび音声デ
ータを順方向および逆方向リンクで伝送することが可能である。固定されたサイズのコー
ドチャンネルフレームにトラヒックデータを伝送する方法は、本発明の譲受人に譲渡され
、かつここに引用文献として組込まれた“伝送のためのデータの形式化の方法および装置
”と題するU.S.特許No．5,504,773に詳細に記述される。IS-95標準に従って、トラヒック
データおよび音声データは、14.4Kbps高さのデータレートで20msec幅であるコードチャン
ネルフレームに区分される。
【０００７】
　音声サービスおよびデータサービス間の重要な違いは前者が厳正かつ固定された遅れ要
求を課すということである。典型的に、会話フレームの全体のワンウエイ遅れは100msec
以下でなくてはならない。対称的に、データ遅れはデータ通信システムの効率を最適化す
るように使用される可変パラメタになることができる。特に、音声サービスにより寛大に
扱われ得る遅れよりも暗示的により大きい遅れを要求するより効率的な誤り訂正コード化
技術が利用され得る。データの例示的効率的なコード化の概要は、本発明の譲受人に譲渡
され、かつここに引用文献として組込まれた、1996年11月6日申請された“たたみ込み的
にコード化されたコード語を解読するソフト決定出力デコーダ”と題するU.S.特許出願No
．08/743,688に記述される。
【０００８】
　音声サービスおよびデータサービス間の他の重要な違いは前者が全てのユーザのために
固定されかつ共通のサービスの程度(GOS)を要求することである。典型的に、音声サービ
スを提供するディジタルシステムのため、これは全てのユーザについて固定されかつ等し
い伝送レート、および会話フレームの誤り率について最大許容値に中継する。対称的にデ
ータサービスのため、GOSはユーザからユーザへ異なることができ、データ通信システム
の全体の効率を増加するためパラメタ最適化され得る。データ通信システムのGOSは、予
定のデータ量の伝送で増加された全遅れとして典型的に定義され、以後データパケットと
して引用される。
【０００９】
　音声サービスおよびデータサービス間のもうひとつの重要な違いは、例示的CDMA通信シ
ステムにおいて、前者がソフトハンドオフにより提供される信頼できる通信リンクを要求
することである。ソフトハンドオフは信頼性を増加するため２つまたはそれ以上の基地局
から重複した伝送をもたらす。しかし、この付加的な信頼性は、誤りで受信されたデータ
パケットが再伝送されるので、データ伝送のためには要求されない。データサービスのた
め、ソフトハンドオフを支持するために使用される伝送パワーは付加的データを伝送する
ためにより効率的に使用され得る。
【００１０】
　データ通信システムの質および効果を測定するパラメタはデータパケットを伝送するた
めに要求される伝送遅れおよびシステムの平均スループット率である。伝送遅れは、それ
が音声通信のためにするようにデータ通信において同じインパクトをもたないが、データ
通信システムの質を測定するために重要な尺度である。平均スループット率は通信システ
ムのデータ伝送能力の効率のメジャーである。
【００１１】
　セルラーシステムにおいて任意の与えられたユーザの信号対ノイズおよび干渉比C/Iは
カバー領域内でユーザの位置の関数であることがよく知られている。与えられたサービス
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のレベルを維持するために、TDMAおよびFDMAシステムは周波数再使用技術にたより、即ち
全部ではない周波数チャンネルおよび/またはタイムスロットが各基地局で使用される。C
DMAシステムにおいて、同じ周波数割り当てがシステムの各セルに再使用され、それによ
り全体の効率を改善している。任意の与えられたユーザの移動局が達成するC/Iは、基地
局からユーザの移動局へこの特定のリンクのため支持され得る情報率を決定する。本発明
がデータ伝送の最大化を探求する伝送のために使用される特定の変調および誤り訂正方法
があるとすれば、性能の与えられたレベルはC/Iの対応しているレベルで達成される。6角
形のセルレイアウトを有し各セルに共通周波数を利用している理想的なセルラーシステム
のため理想的セル内で達成されるC/Iの分布は計算され得る。
【００１２】
　任意の与えられたユーザにより達成されるC/Iは経路損失の関数であり、それは地上セ
ルラーシステムについてｒ3からｒ5として増加し、ここにｒは放射源への距離である。さ
れに、経路損失はラジオ波の経路内の人工物または自然の障害物によるランダム変化を受
けやすい。これらのランダム変化は８ｄＢの標準偏差を有する対数正規分布のシャドウイ
ングランダムプロセスとして典型的にモデルにされる。総方向基地局アンテナで理想的な
6角形セルラーレイアウトのために達成された結果としてのC/I分布、ｒ4伝播法則、およ
び８ｄＢの標準偏差を有するシャドウイングプロセスは図18に示される。
【００１３】
　得られたC/I分布がもし時間の任意の瞬間および任意の位置でのみ達成され得るなら、
移動局は各基地局への物理的距離に無関係に、最も大きいC/I値を達成しているとして定
義された最良の基地局により供給される。上述されたように経路損失のランダム特質のた
め、最も大きいC/I値を有する信号は移動局から最小物理的距離とは他であるものであり
得る。対称的に、もし移動局が最小距離の基地局を経てのみ通信することであったなら、
C/Iは実質的に降下され得る。それ故移動局にとって、全ての時間に最大限のC/I値を達成
している最良の供給基地局へおよびから通信することが有利である。上記理想化されたモ
デルにおいておよび図18に示されたように、達成されたC/Iの値の範囲は、最高および最
低値間の差が10,000と同じ大きさであり得るようであることがまた観察され得る。実際の
実行において、範囲は典型的に略1：100または20ｄBに制限される。それ故CDMA基地局の
ために以下の関係を保つので、100の係数だけ多く変化出来る情報ビットレートで移動局
に供給することが可能であり：
【数１】

【００１４】
ここに、Rbは特定の移動局への情報率を表わし、Wはスペクトラム拡散信号により占めら
れる全帯域幅であり、Eb/Ioは性能の与えられたレベルを達成するために要求される干渉
密度を超えるビット毎のエネルギーである。事例として、もしスペクトラム拡散信号が1.
2288MHzの帯域幅Wを占め、信頼できる通信が３ｄBに等しい平均Eb/Ioを要求するなら、最
良の基地局で３ｄBのC/I値を達成する移動局は1.2288Mbpsと同じ高さのデータレートで通
信できる。他方もし移動局が隣接基地局から実質的な干渉を受け、－7ｄBのC/Iのみ達成
できるなら、信頼できる通信は122.88Kbpsより大きいレートで支持されることが出来ない
。平均スループットを最大にするために設計された通信システムは、それ故最良供給基地
局から遠隔ユーザが信頼して支持できる最も高いデータレートRbで各遠隔ユーザに供給す
ることを試みるであろう。本発明のデータ通信システムは、上に引用された特徴を利用し
、CDMA基地局から移動局へデータスループットを最大にする。
【発明の概要】
【００１５】
　本発明はCDMAシステムにおける高レートパケットデータ伝送の新規かつ改良された方法
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および装置である。本発明は順方向および逆方向リンクのデータ伝送の手段を提供するこ
とによりCDMAシステムの効率を改善する。各移動局は１つまたはそれ以上の基地局と通信
し、基地局との通信の持続のため制御チャンネルを監視する。制御チャンネルは、特定の
移動局にアドレスされたページングメッセージであるデータの少量を伝送するため基地局
により使用されることができ、全ての移動局にメッセージを放送する。ページングメッセ
ージは基地局が移動局に伝送するための大量のデータを有することを移動局に通知する。
【００１６】
　本発明の目的はデータ通信システムにおいて順方向および逆方向リンク容量の利用を改
善することにある。１つまたはそれ以上の基地局からのページングメッセージの受信で、
移動局はタイムスロット毎に順方向リンク信号（例えば順方向リンクパイロット信号）の
信号対ノイズおよび干渉比（C/I）を測定し、現在および前のC/I測定を含み得る一組のパ
ラメタを使用している最良の基地局を選択する。例示的実施例において、タイムスロット
毎に、移動局は、測定されたC/Iが信頼して支持できる最高のデータレートでの伝送の要
求を、専用データ要求（DRC）チャンネル上で選択された基地局に伝送する。選択された
基地局は移動局から受信されたデータレートを超えないデータレートで、DRCチャンネル
上にデータパケットのデータを伝送する。タイムスロット毎に最良の基地局からの伝送に
より、改良されたスループットおよび伝送遅れが達成される。
【００１７】
　本発明の他の目的は、１つまたはそれ以上のタイムスロットの持続のためピーク伝送パ
ワーで選択された基地局から移動局へ、移動局により要求されたデータレートで伝送する
ことにより性能を改善することにある。例示的CDMA通信システムにおいて、基地局は使用
法における変化の理由のため利用可能な伝送パワーから予定のバックオフ（例えば３ｄB
）で運転する。かくして、平均伝送パワーはピークパワーの半分である。しかし本発明に
おいては、高速データ伝送が予定されかつパワーが典型的に分割（例えば伝送間で）され
ないので、利用可能なピーク伝送パワーからバックオフすることを必要としない。
【００１８】
　本発明の他の目的は、基地局がタイムスロットの可変数として各移動局にデータパケッ
トを伝送することを許容することにより効率を高めることにある。タイムスロットからタ
イムスロットへ異なる基地局から伝送する能力は、本発明のデータ通信システムが運転環
境における変化に速やかに適応することを許容する。加えて、隣接しないタイムスロット
に亘ってデータパケットを伝送する能力は、データパケット内のデータユニットを確認す
るためシーケンス数の使用により本発明において可能である。
【００１９】
　本発明の他の目的は、中央制御器から移動局の活動的な組のメンバーである全ての基地
局へ、特定の移動局にアドレスされたデータパケットを転送することにより柔軟性を増す
ことにある。本発明において、データ伝送は各タイムスロットで移動局の活動的な組にお
ける任意の基地局から起り得る。各基地局は移動局へ伝送されるべきデータを含む待ち行
列を含むので、効率的な順方向リンク伝送が最小処理遅れで起り得る。
【００２０】
　本発明の他の目的は、誤って受信されたデータユニットのため再伝送メカニズムを提供
することである。例示的実施例において、各データパケットはシーケンス数により確認さ
れた各データユニットを有するデータユニットの予定数を含む。１つまたはそれ以上のデ
ータユニットの不正確な受信で、移動局は基地局からの再伝送のため、逆方向リンクデー
タチャンネルに捕らえ損ねたデータユニットのシーケンス数を示している否定応答（NACK
）を送る。基地局はNACKメッセージを受信し、誤って受信されたデータユニットを再伝送
することができる。
【００２１】
　本発明の他の目的は、本発明の譲受人に譲渡され、かつここに引用文献として組込まれ
た1997年1月29日に申請された、“無線通信システムにおけるソフトハンドオフを実行す
るための方法および装置”と題するU.S.特許出願No．08/790,497に記述された手順に基づ
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いた通信の最良な基地局候補を移動局のために選択することである。例示的実施例におい
て、基地局は、もし受信されたパイロット信号が予定の加算閾値を超えるなら移動局の活
動的な組に加えられ、もしパイロット信号が予定の落下閾値以下であるなら活動的な組か
ら落されることができる。代わりの実施例において、基地局は、もし基地局の付加的なエ
ネルギー（例えばパイロット信号により測られる）および既に活動的な組にある基地局の
エネルギーが予定の閾値を超えるなら活動的な組に加えられ得る。この代わりの実施例を
使用すると、伝送されたエネルギーが移動局で受信されたエネルギー全体の実質のない量
を含む基地局は活動的な組に加えられない。
【００２２】
　本発明の他の目的は、移動局と通信にある基地局間の選択された基地局のみがDRCメッ
セージを区別することができ、それによって任意の与えられたタイムスロットにおける順
方向リンク伝送が選択された基地局からであることを確実にするような方法で、移動局の
ためにDRCチャンネル上でデータレート要求を伝送することである。例示的実施例におい
て、移動局と通信にある各基地局は１つしかないウォルシュ(Walsh)コードを割り当てら
れる。移動局は選択された基地局に対応しているウォルシュコードでDRCメッセージをカ
バーする。他のコードがDRCメッセージをカバーするために使用されることができ、直交
コードが典型的に利用されるけれどもウォルシュコードが好ましい。
【００２３】
　本発明の特徴、目的および利点は、同様な参照記号が図を通して対応的に同じものであ
る図と組合せてとらえられるとき、以下に示される詳細な記述からより明らかになるであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】複数のセル、複数の基地局および複数の移動局を含む本発明のデータ通信システ
ムの図である。
【図２】本発明のデータ通信システムのサブシステムの例示的ブロック図である。
【図３】本発明の例示的順方向リンクアーキテクチュアのブロック図である。
【図４】本発明の例示的順方向リンクアーキテクチュアのブロック図である。
【図５】本発明の例示的順方向リンクフレーム構造の図である。
【図６】例示的順方向トラヒックチャンネルおよびパワー制御チャンネルの図である。
【図７】例示的順方向トラヒックチャンネルおよびパワー制御チャンネルの図である。
【図８】本発明のパンクチャされたパケットの図である。
【図９】2つの例示的データパケットフォーマットと制御チャンネルカプセルの図である
。
【図１０】2つの例示的データパケットフォーマットと制御チャンネルカプセルの図であ
る。
【図１１】2つの例示的データパケットフォーマットと制御チャンネルカプセルの図であ
る。
【図１２】順方向リンクの高レートパケット伝送を示している例示的タイミング図である
。
【図１３】本発明の例示的逆方向リンクアーキテクチュアのブロック図である。
【図１４】本発明の例示的逆方向リンクフレーム構造の図である。
【図１５】例示的逆方向リンク接続チャンネルの図である。
【図１６】逆方向リンクの高レートデータ伝送を示している例示的タイミング図である。
【図１７】移動局の種々の運転状態間の移行を示す例示的状態図である。
【図１８】理想的な6角形セルラーレイアウトにおけるC/I分布の累積的な分布関数(CDF)
の図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明のデータ通信システムの例示的実施例に従って、順方向リンクデータ伝送は順方
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向リンクおよびシステムにより支持され得る最大またはそれに近いデータレートで１つの
基地局から１つの移動局へ（図１参照）起る。逆方向リンクデータ通信は1つの移動局か
ら１つまたはそれ以上の基地局へ起り得る。順方向リンク伝送の最大データの計算は以下
に詳細に記述される。データはデータパケット内で区切られ、各データパケットは１つま
たはそれ以上のタイムスロット（即ちスロット）に亘って伝送される。各タイムスロット
で、基地局は基地局と通信にある任意の移動局へ直接データ伝送できる。
【００２６】
　最初に、移動局は予定の接続手順を使用して基地局と通信を確立する。この接続状態に
おいて、移動局は基地局からデータおよび制御メッセージを受信でき、データおよび制御
メッセージを基地局へ伝送することができる。移動局はそれから移動局の活動的な組にあ
る基地局から伝送のための順方向リンクを監視する。活動的な組は移動局と通信にある基
地局のリストを含む。特に、移動局は、移動局で受信されたとき、活動的な組の基地局か
らの順方向リンクパイロットの信号対ノイズおよび干渉比（C/I）を測定する。もし受信
されたパイロット信号が予定の加算閾値以上であるか、予定の落下閾値以下であるなら、
移動局はこれを基地局へ報告する。基地局からの次のメッセージはそれぞれその活動的な
組へまたは組から基地局を加算しまたは削除するため移動局に向ける。移動局の種々な運
転状態は以下に記述される。
【００２７】
　もし送るデータがないなら、移動局は遊び状態に戻り、基地局へのデータレート情報の
伝送を中断する。移動局が遊び状態にある間、移動局はページングメッセージのため活動
的な組の１つまたはそれ以上の基地局からの制御チャンネルを監視する。
【００２８】
　もし移動局に伝送されるべきデータがあるなら、データは中央制御器により活動的な組
の全ての基地局に送られ、各基地局で待ち行列に記憶される。ページングメッセージはそ
れから、１つまたはそれ以上の基地局によりそれぞれの制御チャンネル上で移動局に送ら
れる。移動局が基地局間を切り換えている時でさえ受信を確保するため、基地局は複数の
基地局を横切って同じ時間に全てのかかるページングメッセージを伝送してもよい。移動
局はページングメッセージを受信するため、１つまたはそれ以上の制御チャンネルの信号
を復調しかつ解読する。
【００２９】
　ページングメッセージの解読で、かつデータ伝送が完了されるまで各タイムスロットに
ついて、移動局は移動局で受信されたとき、活動的な組の基地局からの順方向リンク信号
のC/Iを測定する。順方向リンク信号のC/Iはそれぞれのパイロット信号を測定することに
より得られ得る。移動局はそれから一組のパラメタに基づいて最良基地局を選択する。パ
ラメタのその組は現在および前のC/I測定、およびビット誤り率またはパケット誤り率を
含み得る。例えば、最良の基地局は最も大きいC/I測定に基づいて選択され得る。移動局
はそれから最良の基地局を確認し、データ要求チャンネル（以後DRCチャンネルとして引
用される）にデータ要求メッセージ（以後DRCメッセージとして引用される）を選択され
た基地局に伝送する。DRCメッセージは要求されたデータレート、あるいは代わりに順方
向リンクチャンネルの質の表示（例えばC/I測定それ自身、ビット誤り率、またはパケッ
ト誤り率）を含み得る。例示的実施例において、移動局は基地局を1つしかなく識別する
ウォルシュコードの使用により、特定の基地局にDRCメッセージの伝送を向け得る。DRCメ
ッセージ記号は1つしかないウォルシュコードで排他的OR（XOR）される。移動局の活動的
な組にある各基地局が1つしかないウォルシュコードにより確認されるので、正確なウォ
ルシュコードで移動局により実行されるように同一なXOR演算を実行する選択された基地
局のみがDRCメッセージを正確に解読できる。基地局は順方向リンクデータを最高の可能
なレートで効率的に伝送するため、各移動局からのレート制御情報を使用する。
【００３０】
　各タイムスロットで、基地局はデータ伝送のため呼出された移動局の幾つかを選択でき
る。基地局はそれから、移動局から受信されたDRCメッセージの最近の値に基づいて選択
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された移動局へデータを伝送するためのデータレートを決定する。加えて、基地局はその
移動局に1つしかない拡散コードを使用することにより特定の移動局への伝送を1つしかな
く確認する。例示的実施例において、この拡散コードはIS-95標準により定義された長い
擬似ノイズ(PN)コードである。
【００３１】
　データパケットが意図されるため、移動局はデータ伝送を受信し、データパケットを解
読する。各データパケットは複数のデータユニットを含む。例示的実施例において、デー
タユニットは８つの情報ビットを含み、異なるデータユニットサイズが定義され得るけれ
ども本発明の範囲内である。例示的実施例において、各データユニットはシーケンス数と
連合され、移動局は誤ったまたは複製伝送の何れかを確認することができる。かかる結果
において、移動局は逆方向リンクデータチャンネルを経て、間違っているデータユニット
のシーケンス数を通信する。移動局からデータメッセージを受信する基地局制御器はそれ
から、データユニットが移動局により受信されなかったこの特定の移動局と通信している
全ての基地局に指示する。基地局はそれからかかるデータユニットの再伝送を予定する。
【００３２】
　データ通信システムにおける各移動局は逆方向リンク上の多元基地局と通信できる。例
示的実施例において、本発明のデータ通信システムは複数の理由のため逆方向リンクのソ
フトハンドオフおよびソフター（softer）ハンドオフを支持する。第1にソフトハンドオ
フは逆方向リンクの付加的な容量を消費せず、むしろ移動局は少なくとも１つの基地局が
信頼してデータを解読できるような最小のパワーレベルでデータを伝送することを許容す
る。第2に、より多くの基地局による逆方向リンク信号の受信は、伝送の信頼性を増大し
、基地局における付加的なハードウエアのみを必要とする。
【００３３】
　例示的実施例において、本発明のデータ伝送システムの順方向リンク容量は移動局のレ
ート要求により決定される。順方向リンク容量における付加的な利得は指向性アンテナお
よび/または適応性空間周波数フィルタにより達成され得る。方向性伝送を提供する例示
的方法および装置は、共に本発明の譲受人に譲渡され、かつここに引用文献として組込ま
れた1995年12月20日申請の“多元ユーザ通信システムにおける伝送データレートを決定す
る方法および装置”と題する継続中のU.S.特許出願No．08/575,049、および1997年9月8日
申請の“直交スポットビーム、セクタおよびピコセルを提供する方法および装置”と題す
るU.S.特許出願No．08/925,521に記述される。
【００３４】
（１）システムの記述
　図を参照すると、図１は多数のセル2a－2gを含む本発明の例示的データ通信システムを
表わす。各セル2は対応している基地局４によりサービスされる。種々の移動局6がデータ
通信システムを通して伝播される。例示的実施例において、各移動局6は各タイムスロッ
トで順方向リンクのせいぜい１つの基地局4と通信するが、移動局6がソフトハンドオフに
あるか否かに依存して、逆方向リンクの１つまたはそれ以上の基地局4と通信にあり得る
。例えば、基地局4aは移動局6aに排他的にデータを伝送し、基地局4cはタイムスロットｎ
で順方向リンクの移動局6cに排他的データを伝送する。図１において、矢の実線は基地局
4から移動局6へのデータ伝送を示す。矢の破線は移動局6がパイロット信号を受信してい
るが、基地局4からのデータ伝送はない。逆方向リンク通信は単純化のため図１に示され
ない。
【００３５】
　図１に示されるように、各基地局4はなるべく任意の与えられた瞬間に１つの移動局6へ
データを伝送する。移動局6、特にセル境界に近く位置したそれらは多数の基地局4からパ
イロット信号を受信し得る。もしパイロット信号が予定の閾値以上であるなら、移動局6
は基地局4が移動局6の活動的な組に加えられることを要求し得る。例示的実施例において
、移動局6は活動的な組のゼロまたは１つのメンバーからデータ伝送を受信できる。
【００３６】



(9) JP 4382868 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

　本発明のデータ通信システムの基本サブシステムを示すブロック図が図２に示される。
基地局制御器10はパケットネットワークインターフェイス24、PSTN30、およびデータ通信
システムにおける全ての基地局4（単純化のためただ1つの基地局4のみが図２に示される
）と接する。基地局制御器10はデータ通信システムにおける移動局6およびパケットネッ
トワークインターフェイス24およびPSTN30間の通信を整合する。PSTN30は標準電話ネット
ワーク（図２に示されない）を通してユーザと接する。
【００３７】
　基地局制御器10は、単純化のため図２に１つだけが示されたけれども、多くの選択器要
素14を含む。１つの選択器要素14は１つまたはそれ以上の基地局4および１つの移動局6間
の通信を制御するために割り当てられる。もし選択器要素14が移動局6に割り当てられな
かったなら、セル制御処理装置16は移動局6を呼出す必要を通知される。セル制御処理装
置16はそれから移動局6を呼出すために基地局4を指示する。
【００３８】
　データ源20は移動局6に伝送されるべきデータを含む。データ源20はパケットネットワ
ークインターフェイス24にデータを供給する。パケットネットワークインターフェイス24
はデータを受け、選択要素14にデータを発送する。選択器要素14は移動局6と通信にある
各基地局4へデータを送る。各基地局4は移動局6へ伝送されるべきデータを含むデータ待
ち行列40を維持する。
【００３９】
　例示的実施例において、順方向リンク上で、データパケットはデータレートから独立し
ているデータの予定の量を引用する。データパケットは他の制御およびコード化するビッ
トで形式化されかつ符号化される。もしデータ伝送が多数のウォルシュチャンネルに亘っ
て起るなら、符号化されたパケットは並行なストリームに非多重化され、各ストリームは
１つのウォルシュチャンネルによって伝送される。
【００４０】
　データはデータパケットでデータ待ち行列40からチャンネル要素42へ送られる。各デー
タパケットのため、チャンネル要素42は必要な制御欄を挿入する。データパケット、制御
欄、フレームチェックシーケンスビットおよびコード末尾ビットが形式化されたパケット
を含む。チャンネル要素42はそれから、１つまたはそれ以上の形式化されたパケットを符
号化し、かつ符号化されたパケット内に記号をインターリーブ（または再順序付け）する
。次に、インターリーブされたパケットはスクランブリングシーケンスでスクランブルさ
れ、ウォルシュカバーでカバーされ、長いPNコードおよび短いPNIおよびPNQコードで拡散
される。拡散されたデータはRFユニット44内の送信機により直角変調され、濾波され、か
つ増幅される。順方向リンク信号はアンテナ46を通して順方向リンク50に空中を越えて伝
送される。
【００４１】
　移動局6で、順方向リンク信号はアンテナ60により受信され、フロントエンド62内の受
信機へ発送される。受信機は信号を濾波し、増幅し、直角復調しかつ量子化する。ディジ
タル化された信号は復調器（DEMOD）64に供給され、そこでそれは長いPNコードおよび短
いPNIおよびPNQコードで逆拡散され、ウォルシュカバーでデカバーされ、かつ同一のスク
ランブリングシーケンスでデスクランブルされる。復調されたデータは基地局4でなされ
た信号処理機能の逆、特にデインターリーブ、解読およびフレームチェック機能を実行す
るデコーダ66へ供給される。解読されたデータはデータシンク68へ供給される。上述され
たように、ハードウエアは順方向リンク上でデータ、メッセージ、音声、ビデオ、および
他の通信を支持する。
【００４２】
　システム制御およびスケジュール機能は多くの手段により達成され得る。チャンネルス
ケジューラ48の設置は中央化または分散化制御/スケジュール処理が望まれるか否かに依
存する。例えば、分散化処理のため、チャンネルスケジューラ48は各基地局4内に設置さ
れ得る。逆に、中央化処理のため、チャンネルスケジューラ48は基地局制御器10内に設置
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され、多数の基地局4のデータ伝送を調整するように設計され得る。上記記述された機能
の他の手段は熟考され得、本発明の範囲内である。
【００４３】
　図１に示されるように、移動局6はデータ通信システムを通して伝播され、順方向リン
クでゼロまたは１つの基地局4と通信にあり得る。例示的実施例において、チャンネルス
ケジューラ48は１つの基地局4の順方向リンクデータ伝送を調整する。例示的実施例にお
いて、チャンネルスケジューラ48は基地局4内のデータ待ち行列40およびチャンネル要素4
2に接続し、移動局6に伝送するデータの量を示す待ち行列サイズ、および移動局6からのD
RCメッセージを受ける。チャンネルスケジューラ48は最大データスループットおよび最小
伝送遅れのシステム目標が最適化されるように高レートデータ伝送をスケジュールする。
【００４４】
　例示的実施例において、データ伝送は通信リンクの質に一部基づいてスケジュールされ
る。リンク質に基づいた伝送レートを選択する例示的な通信システムは、本発明の譲受人
に譲渡され、かつここに引用文献として組込まれた1996年9月11日申請の“セルラー環境
における高速データ通信を提供する方法および装置”と題するU.S.特許出願No．08/741,3
20に開示される。本発明において、データ通信をスケジュールすることはユーザのGOS、
待ち行列サイズ、データの型、既に経験された遅れの量、およびデータ伝送の誤り率のよ
うな付加的な考慮に基礎を置かれ得る。これらの考慮は、共に本発明の譲受人に譲渡され
、かつここに引用文献として組込まれた1997年2月11日申請の“順方向リンクレートスケ
ジューリングの方法および装置”と題するU.S.特許出願No．08/798,951、および1997年8
月20日申請の“逆方向リンクリンクレートスケジューリングの方法および装置”と題する
U.S.特許出願No．　　　　に詳細に記述される。他の要因がデータ伝送スケジューリング
に考慮され、本発明の範囲内である。
【００４５】
　本発明のデータ通信システムは逆方向リンクのデータおよびメッセージ伝送を支持する
。移動局6内に、制御器76がデータおよびメッセージをエンコーダ72に発送することによ
りデータおよびメッセージ伝送を処理する。制御器76はマイクロコントローラ、マイクロ
プロセッサ、ディジタル信号処理(DSP)チップ、またはここに記述されたような機能を実
行するためにプログラムされたASICで実施され得る。
【００４６】
　例示的実施例において、エンコーダ72は前述のU.S.特許No．5,504,773に記述されたブ
ランクおよびバースト信号データ形式と矛盾しないでメッセージを符号化する。エンコー
ダ72はそれから、一組のCRCビットを発生および添付し、一組のコード末尾ビットを添付
し、データおよび添付されたビットを符号化し、かつ符号化されたデータ内に記号を再順
序付けする。インターリーブされたデータは変調器（MOD）74に供給される。
【００４７】
　変調器74は多くの実施例で実施され得る。例示的実施例（図13参照）において、インタ
ーリーブされたデータはウォルシュコードでカバーされ、長いPNコードで拡散され、さら
に短いPNコードで拡散される。拡散されたデータはフロントエンド62内の送信機に供給さ
れる。送信機は変調し、濾波し、増幅し、かつ逆方向リンク信号をアンテナ46を通して逆
方向リンク52で空中に伝送する。
【００４８】
　例示的実施例において、移動局6は長いPNコードに従って逆方向リンクデータを拡散す
る。各逆方向リンクチャンネルは共通の長いPNシーケンスの時間的なオフセットに従って
定義される。２つの異なるオフセットで、結果としての変調シーケンスが相互関係をなく
される。移動局6のオフセットは移動局6の1つしかない数字識別に従って決定され、IS-95
の例示的実施例において、移動局6が移動局特定識別数字である。かくして、各移動局6は
、その1つしかない電子的連続数字に従って決定される１つの相関のない逆方向リンクチ
ャンネルに伝送する。
【００４９】
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　基地局4で、逆方向リンク信号はアンテナ46により受信され、RFユニット44に供給され
る。RFユニット44は濾波し、増幅し、復調し、信号を量子化し、ディジタル化された信号
をチャンネル要素42へ供給する。チャンネル要素42は短いPNコードと長いPNコードでディ
ジタル化された信号を逆拡散する。チャンネル要素42はまたウォルシュコードでデカバー
、およびパイロットおよびDRC抜き取りを実行する。チャンネル要素42はそれから、復調
されたデータを再順序付けし、デインターリーブされたデータを解読し、かつCRCチェッ
ク機能を実行する。解読されたデータ、例えばデータまたはメッセージは選択器要素14に
供給される。選択器要素14はデータおよびメッセージを適当な行き先へ発送する。チャン
ネル要素42はまた逆方向データパケットの状態を表わす質指示を選択器要素14へ転送して
もよい。
【００５０】
　例示的実施例において、移動局6は３つの運転状態の１つにあり得る。移動局６の種々
の運転状態間の移行を示す例示的状態図が図17に示される。アクセス状態902において、
移動局6は接続プローブを送り、基地局4によるチャンネル割り当てを待つ。チャンネル割
り当てはパワー制御チャンネルおよび周波数割り当てのような資源の割り当てを含む。も
し移動局６が呼出され、やがて来るデータ伝送に変えられるなら、あるいはもし移動局６
が逆方向リンクにデータを伝送するなら、移動局６はアクセス状態902から接続状態904へ
移行できる。接続状態904において、移動局６はデータを交換（例えば送信または受信）
し、ハンドオフ運転を実行する。リリース手順の完了で、移動局６は接続状態904から遊
び状態906へ移行する。移動局６はまた、基地局4との接続を拒絶されると、アクセス状態
902から遊び状態906へ移行できる。遊び状態906において、移動局6は受信しおよび順方向
制御チャンネルのメッセージを解読することによりオーバヘッドおよびページングメッセ
ージを聞き、遊びハンドオフ手順を実行する。移動局6は手順を開始することによりアク
セス状態902へ移行できる。図17に示された状態図は説明のため示された例示的状態定義
のみである。他の状態図がまた利用され得、本発明の範囲内である。
【００５１】
（２）順方向リンクデータ伝送
　例示的実施例において、移動局6および基地局4間の通信の開始はCDMAシステムのための
それと似た方法で起る。呼び設定の完成の後、移動局6はページングメッセージの制御チ
ャンネルを監視する。接続状態にある間、移動局6は逆方向リンクにパイロット信号の伝
送を始める。
【００５２】
　本発明の順方向リンク高レートデータ伝送の例示的流れ図が図12に示される。もし基地
局4が移動局6へ伝送するデータを有するなら、基地局4はブロック502で制御チャンネルに
移動局6へアドレスされたページングメッセージを送る。ページングメッセージは移動局6
のハンドオフ状態に依存して１つまたは多数の基地局4から送られ得る。ページングメッ
セージの受信で、移動局6はブロック504によりC/I測定プロセスを始める。順方向リンク
信号のC/Iは以下に記述される方法の１つまたは組合せから計算される。移動局6はそれか
ら、最良のC/I測定に基づいた要求されたデータレートを選択し、ブロック506でDRCチャ
ンネルにDRCメッセージを伝送する。
【００５３】
　同じタイムスロット内で、基地局4はブロック508によりDRCメッセージを受信する。も
し次のタイムスロットがデータ伝送のために利用可能なら、基地局4はブロック510により
要求されたデータレートで移動局6へデータを伝送する。移動局6はブロック512でデータ
伝送を受信する。もし次のタイムスロットが利用可能であるなら、基地局4はブロック514
でパケットの残りを伝送し、移動局6はブロック516でデータ伝送を受信する。
【００５４】
　本発明において、移動局6は１つまたはそれ以上の基地局4と同時に通信し得る。行動は
移動局6がソフトハンドオフにあるかないかに依存された移動局6により取られる。これら
の２つの場合は以下に別々に議論される。



(12) JP 4382868 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

【００５５】
（３）ハンドオフのない場合
　ハンドオフのない場合に、移動局6は1つの基地局4と通信する。図２を参照すると、特
定の移動局6のために予定されたデータは、その移動局6との通信を制御するために割り当
てられた選択器要素14に供給される。選択器要素14は基地局4内のデータ待ち行列40にそ
のデータを転送する。基地局4はデータを待ち行列にし、制御チャンネルにページングメ
ッセージを伝送する。基地局4はそれから、移動局6からのDRCメッセージのため逆方向リ
ンクDRCチャンネルを監視する。もしDRCチャンネルで信号が検出されなかったなら、基地
局4はDRCメッセージが検出されるまでページングメッセージを再伝送できる。再伝送試み
の予定回数の後に、基地局4は移動局6を呼ぶプロセスまたは再開始を終了できる。
【００５６】
　例示的実施例において、移動局6はDRCチャンネルで基地局4に要求されたデータレート
をDRCメッセージの形で伝送する。代わりの実施例において、移動局6は順方向リンクチャ
ンネルの質の表示（例えばC/I測定）を基地局4へ伝送する。例示的実施例において、３ビ
ットDRCメッセージが基地局4によりソフト決定で解読される。例示的実施例において、DR
Cメッセージは各タイムスロットの始めの半分以内に伝送される。もしそのタイムスロッ
トがこの移動局6へデータ伝送するために利用可能であるなら、基地局4はそれから、DRC
メッセージを解読するためタイムスロットの残りの半分を有し、次の引き続くタイムスロ
ットでデータ伝送のためのハードウエアを形作る。もし次の引き続くタイムスロットが利
用可能でないなら、基地局4は次の利用可能なタイムスロットを待ち、新しいDRCメッセー
ジのためDRCチャンネルを監視することを続ける。
【００５７】
　第1の実施例において、基地局4は要求されたデータレートで伝送する。この実施例はデ
ータレート選択の重要な決定を移動局6に相談する。常に要求されたデータレートで伝送
することは、移動局6が期待するデータレートを知る利点を有する。かくして、移動局6は
要求されたデータレートに従ってトラヒックチャンネルを復調および解読のみをする。基
地局4は、データレートが基地局4により使用されていることを表示するメッセージを移動
局6へ伝送しなくてはならないことはない。
【００５８】
　第1の実施例において、ページングメッセージの受信の後、移動局6は要求されたデータ
レートでデータを復調することを連続的に試みる。移動局6は順方向トラヒックチャンネ
ルを復調し、デコーダにソフト決定記号を供給する。デコーダは記号を解読し、パケット
が正確に受信されたか否かを決定するため、解読されたパケットのフレームチェックを実
行する。もしパケットが誤って受信されたか、もしパケットが他の移動局6へ向けられた
なら、フレームチェックはパケット誤りを表示するであろう。第1の実施例の代わりに、
移動局6はスロット基準によりスロットのデータを復調する。例示的実施例において、移
動局6は、以下に記述されるように、各伝送されたデータパケット内に組込まれたプリア
ンブルに基づいてデータ伝送がそれに向けられたか否かを決定することができる。かくし
て、もし伝送が他の移動局6へ向けられることが決定されたなら、移動局6は解読プロセス
を終了できる。何れの場合においても、移動局6はデータユニットの不正確な受信を認め
るため、基地局4へ否定応答（NACK）メッセージを伝送する。NACKメッセージの受信で、
誤って受信されたデータユニットは再伝送される。
【００５９】
　NACKメッセージの伝送はCDMAシステムにおいて誤り表示ビット(EIB)の伝送に似た方法
で実施され得る。EIB伝送の実施および使用は、本発明の譲受人に譲渡され、かつここに
引用文献として組込まれた“伝送のためのデータの形式化の方法および装置”と題するU.
S.特許No．5,568,483に記述される。代わりに、NACKがメッセージと共に伝送され得る。
【００６０】
　第2の実施例において、データレートは移動局6からの入力で基地局4により決定される
。移動局6はC/I測定を実行し、リンク質の表示（例えばC/I測定）を基地局4へ伝送する。
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基地局4は、待ち行列サイズおよび利用可能な伝送パワーのような、基地局4に利用可能な
資源に基づいて要求されたデータレートを調節できる。調節されたデータレートは、調節
されたデータレートでのデータ伝送に先立って、あるいは同時に移動局6へ伝送され得、
またはデータパケットの符号化に暗に含まれ得る。移動局6がデータ伝送の前に調節され
たデータレートを受信する第1の場合において、移動局6は第1の実施例において記述され
た方法で受信されたパケットを復調しかつ解読する。調節されたデータレートがデータ伝
送と同時に移動局6へ伝送される第2の場合において、移動局6は順方向トラヒックチャン
ネルを復調し、復調されたデータを記憶する。調節されたデータレートの受信で、移動局
6は調節されたデータレートに従ってデータを解読する。そして調節されたデータレート
が符号化されたデータパケットに暗に含まれる第3の場合において、移動局6は全ての候補
レートを復調および解読し、解読されたデータの選択のため伝送レートを帰納的に決定す
る。レート決定を行なう方法および装置は、共に本発明の譲受人に譲渡され、かつここに
引用文献として組込まれた199６年10月18日申請の“可変レート通信システムにおける受
信データのレートを決定する方法および装置”と題するU.S.特許出願No．08/730,863、お
よびまた　　年　　月　　日申請の“可変レート通信システムにおける受信データのレー
トを決定する方法および装置”と題する特許申込みNo．PA436に詳細に記述される。上に
記述された全ての場合について、もしフレームチェックの結果が否定であるなら、移動局
6は上述されたようにNACKメッセージを伝送する。
【００６１】
　以後の議論は、さもなければ表示されるときを除いて、移動局6が要求されたデータレ
ートのDRCメッセージ表示を基地局4へ伝送する第1の実施例に基づいている。しかし、こ
こに開示された発明の概念は移動局6がリンク質の表示を基地局4へ伝送する第2の実施例
に等しく適用可能である。
【００６２】
（４）ハンドオフの場合
　ハンドオフの場合に、移動局6は逆方向リンクで多数の基地局4と通信する。例示的実施
例において、特定の移動局6への順方向リンクのデータ伝送は１つの基地局4から起る。し
かし、移動局6は多数の基地局4からのパイロット信号を同時に受信する。もし基地局4のC
/I測定が予定の閾値以上なら、基地局4は移動局6の活動的な組に加えられる。ソフトハン
ドオフ指示メッセージ中、新しい基地局4は以下に記述される逆方向パワー制御(RPC) ウ
ォルシュチャンネルへ移動局6を割り当てる。移動局6とソフトハンドオフにある各基地局
4は逆方向リンク伝送を監視し、それらのそれぞれのRPCウォルシュチャンネルにRPCビッ
トを送る。
【００６３】
　図2を参照すると、移動局6との通信を制御するために割り当てられた選択器要素14は移
動局6の活動的な組にある全ての基地局4へデータを転送する。選択器要素14からデータを
受信する全ての基地局4はそれらのそれぞれの制御チャンネルで移動局6へページングメッ
セージを伝送する。移動局6が制御状態にあるとき、移動局6は２つの機能を実行する。第
1に、移動局6は最良のC/I測定であり得るパラメタの組に基づいて最良の基地局4を選択す
る。移動局6はそれからC/I測定に対応しているデータレートを選択し、選択された基地局
4へDRCメッセージを伝送する。移動局6はその特定の基地局4へ割り当てられたウォルシュ
カバーでDRCメッセージをカバーすることにより、特定の基地局4へDRCメッセージを直接
伝送できる。第2に、移動局6は各次のタイムスロットで要求されたデータレートに従って
順方向リンク信号を復調することを試みる。
【００６４】
　ページングメッセージの伝送後、活動的な組にある全ての基地局4は移動局6からのDRC
メッセージのためDRCチャンネルを監視する。再び、DRCメッセージがウォルシュコードで
カバーされるので、同一のウォルシュカバーで割り当てられた選択された基地局4はDRCメ
ッセージをデカバーすることができる。DRCメッセージの受信で、選択された基地局4は次
の利用可能なタイムスロットで移動局6へデータを伝送する。



(14) JP 4382868 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

【００６５】
　例示的実施例において、基地局4は要求されたデータレートで複数のデータユニットを
含んでいるパケットのデータを移動局6へ伝送する。もしデータユニットが移動局6により
不正確に受信されたなら、NACKメッセージが活動的な組にある全ての基地局4へ逆方向リ
ンクで伝送される。例示的実施例において、NACKメッセージが基地局4により復調されか
つ復号化され、処理のため選択器要素14に転送される。NACKメッセージで、データユニッ
トは上に記述されたような手順を使用して再伝送される。例示的実施例において、選択器
要素14は全ての基地局4から受信されたNACK信号を１つのNACKメッセージに結合し、NACK
メッセージを活動的な組の全ての基地局4へ送る。
【００６６】
　例示的実施例において、移動局6は最良のC/I測定における変化を検出でき、効率を改善
するため各タイムスロットで異なる基地局4からデータ伝送を動的に要求する。例示的実
施例において、データ伝送は任意の与えられたタイムスロットで１つの基地局4のみから
起るので、活動的な組の他の基地局4は、たとえあったとしてもデータユニットが移動局6
へ伝送されたことに気づかないかもしれない。例示的実施例において、伝送している基地
局4はデータ伝送を選択器要素14に報告する。選択器要素14はそれから活動的な組の全て
の基地局4へメッセージを送る。例示的実施例において、伝送されたデータは移動局6によ
り正確に受信されたと仮定する。それ故、もし移動局6活動的な組の異なる基地局4からの
データ伝送を要求するなら、新しい基地局4は残っているデータユニットを伝送する。例
示的実施例において、新しい基地局4は選択器要素14からの最後の伝送更新に従って伝送
する。代わりに、新しい基地局4は、平均伝送レートおよび選択器要素14からの先の更新
のような尺度に基づいた予言的な体系を使用して伝送するため次のデータユニットを選択
する。これらの機構は、効率の損失をもたらす、異なるタイムスロットで多数の基地局4
により同じデータユニットの繰返しの再伝送を最小限にする。もし前の伝送が誤りで受信
されたなら、各データユニットが以下に記述されるように1つしかないシーケンス数字に
より識別されるので、基地局4はこれらのデータユニットをシーケンス外で再伝送するこ
とができる。例示的実施例において、もしホール（即ち伝送されなかったデータユニット
）が作られる（例えば、１つの基地局4と他の基地局4との間のハンドオフの結果として）
なら、捕らえ損ねたデータユニットは誤って受信されたかのように考慮される。移動局6
は捕らえ損ねたデータユニットに対応しているNACKメッセージを伝送し、これらのデータ
ユニットは再伝送される。
【００６７】
　例示的実施例において、活動的な組にある各基地局4は移動局6へ伝送されるべきデータ
を含む独立なデータ待ち行列を維持する。選択された基地局4は、誤って受信されたデー
タユニットの再伝送のためおよび信号で知らせるメッセージを除いて、そのデータ待ち行
列40に存在しているデータをシーケンス順序に伝送する。例示的実施例において、伝送さ
れたデータユニットは伝送後待ち行列40から削除される。
【００６８】
（５）順方向リンクデータ伝送の他の考慮
　本発明のデータ通信システムにおいて重要な考慮すべき問題は、将来の伝送のデータレ
ートを選択するためのC/I算定の精度である。例示的実施例において、C/I測定は、基地局
4がパイロット信号を伝送する時間間隔中パイロット信号で実行される。例示的実施例に
おいて、このパイロット時間間隔中、パイロット信号のみが伝送されるので、多重経路お
よび干渉の影響が最小である。
【００６９】
　パイロット信号がIS-95システムのそれに似て、直交コードチャンネル上に連続的に伝
送される本発明の他の手段において、多重経路および干渉の影響はC/I測定を歪め得る。
同様に、パイロット信号の代わりにデータ伝送でC/I測定を実行するとき、多重経路およ
び干渉はまたC/I測定を降下させ得る。これらの場合の両方で、１つの基地局4が１つの移
動局6へ伝送しているとき、他の干渉信号が存在しないので、移動局6は順方向リンク信号
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のC/Iを正確に測定することができる。しかし、移動局6がソフトハンドオフにありかつ多
数の基地局4からパイロット信号を受信するとき、移動局6は基地局4がデータを伝送して
いたかどうか識別することができない。最も悪い場合のシナリオにおいて、基地局4が任
意の移動局6へデータを伝送していなかったときに、移動局6が第1のタイムスロットで高
いC/Iを測定でき、全ての基地局4が同じタイムスロットでデータを伝送しているとき、第
2のタイムスロットでデータ伝送を受信する。全ての基地局4が遊びにあるとき、データ通
信システムの状態が変わったので、第1タイムスロットでのC/I測定は第2タイムスロット
における順方向リンク信号質の誤った表示を与える。実際に、第2タイムスロットでの実
際のC/Iは、要求されたデータレートで解読する信頼性が不可能である点で降下され得る
。
【００７０】
　反対に極端なシナリオは移動局6によるC/I算定が最大限の干渉に基づかされるときに存
在する。しかし実際の伝送は選択された基地局のみが伝送しているときに起る。この場合
C/I算定および選択されたデータレートは控え目であり、伝送は信頼して解読され得るレ
ートより低いレートで起こり、かくして伝送効率を減少する。
【００７１】
　C/I測定が連続パイロット信号またはトラヒック信号で実行される手段において、第1タ
イムスロットでのC/Iの測定に基づいた第2タイムスロットでのC/Iの予言は３つの実施例
によりさらに正確に作られ得る。第1の実施例において、基地局4からのデータ伝送は、基
地局4が連続するタイムスロットにおいて伝送および遊び状態間で絶え間なくトグルしな
いように制御される。これは移動局6への実際のデータ伝送の前に十分なデータ（例えば
情報ビットの予定数）を待ち行列することにより達成され得る。
【００７２】
　第2の実施例において、各基地局4は、伝送が次の半フレームで起るか否かを表示する順
方向活動ビット（以後FACビットとして引用する）を伝送する。FACビットの使用は以下に
詳細に記述される。移動局6は各基地局4から受信されたFACビットを考慮してC/I測定を実
行する。
【００７３】
　リンク質の表示が基地局4へ伝送される体系に対応し、かつ中央化されたスケジュール
体系を使用する第3の実施例において、１つの基地局4が各タイムスロットでデータを伝送
したスケジュール情報表示がチャンネルスケジューラ48に利用可能に作られる。チャンネ
ルスケジューラ48は移動局6からC/I測定を受信し、データ通信システムにおける各基地局
4からのデータ伝送の存在または不在のその知識に基づいてC/I測定を調節できる。例えば
、移動局6は隣接しない基地局4が伝送しているとき、第1タイムスロットでC/Iを測定でき
る。測定されたC/Iはチャンネルスケジューラ48に供給される。チャンネルスケジューラ4
8により何もスケジュールされなかったので、チャンネルスケジューラ48は、隣接しない
基地局4が第1タイムスロットにデータを伝送したことを知る。第2タイムスロットでのス
ケジュールデータ伝送において、チャンネルスケジューラ48は１つまたはそれ以上の隣接
基地局4がデータを伝送するかどうかを知る。チャンネルスケジューラ48は、移動局6が隣
接基地局4によるデータ伝送により第2のタイムスロットで受けるであろう付加的な干渉を
考慮して第1タイムスロットで測定されたC/Iを調節することができる。代わりに、隣接基
地局4伝送しておりかつこれらの隣接基地局4が第2タイムスロットで伝送していないとき
、もしC/Iが第1タイムスロットで測定されるなら、チャンネルスケジューラ48は付加的な
情報を考慮してC/I測定を調節できる。
【００７４】
　他の重要な考慮すべき問題は重複した再伝送を最少化することである。重複した再伝送
は、移動局6が連続したタイムスロットで異なる基地局4からのデータ伝送を選択すること
を許容することからもたらされ得る。もし移動局6がこれらの基地局4のために略等しいC/
Iを測定するなら、最良のC/I測定は連続したタイムスロットに亘って２つまたはそれ以上
の基地局4間でトグルできる。トグルすることはC/I測定における逸脱および/またはチャ
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ンネル状態における変化によりあり得る。連続したタイムスロットで異なる基地局4から
のデータ伝送は効率に損失をもたらし得る。
【００７５】
　トグル問題はヒステリシスの使用により処理され得る。ヒステリシスは信号レベル体系
、タイミング体系、または信号レベルとタイミング体系との組合せで実施され得る。例示
的信号レベル体系において、活動的な組にある異なる基地局4のより良いC/I測定は、それ
が少なくともヒステリシス量により現に伝送している基地局4のC/I測定を超えるまで選択
されない。例として、ヒステリシスが1.0ｄB、第1タイムスロットで第1基地局4のC/I測定
が3.5ｄBおよび第2基地局4のC/I測定が3.0ｄBであると仮定する。次のタイムスロットで
、第2基地局4はそのC/I測定が第1基地局4のそれより少なくとも1.0ｄB高くなるまで選択
されない。かくして、もし第1基地局4のC/I測定が次のタイムスロットでまだ3.5ｄBであ
るなら、第2基地局4はそのC/I測定が少なくとも4.5ｄBになるまで選択されない。
【００７６】
　例示的タイミング体系において、基地局4はタイムスロットの予定の数について移動局6
へデータパケットを伝送する。移動局6は異なった伝送している基地局4をタイムスロット
の予定の数内で選択することを許されない。移動局6は各タイムスロットで現に伝送して
いる基地局4のC/Iを測定し続け、C/I測定に応答してデータレートを選択する。
【００７７】
　もう1つの重要な考慮すべき問題はデータ伝送の効率である。図９および10を参照する
と、各データパケットフォーマット410および430がデータおよびオーバヘッドビットを含
む。例示的実施例において、オーバヘッドビットの数は全てのデータレートのために固定
される。最高のデータレートで、オーバヘッドのパーセントはパケットサイズに関して小
さく、効率が高い。より低いデータレートで、オーバヘッドビットパケットのより大きな
パーセントを含み得る。より低いデータレートでの非効率は移動局6へ伝送している可変
長データパケットにより改善され得る。可変長データパケットは区切られ、多数のタイム
スロットに亘って移動局6へ伝送され得る。好ましくは、可変長データパケットは、処理
を簡単にするため連続したタイムスロットに亘って移動局6へ伝送される。本発明は全体
の伝送効率を改善するため、種々の支持されたデータレートについて可変パケットサイズ
の使用に向けられる。
【００７８】
（６）順方向リンクアーキテクチュア
　例示的実施例において、基地局4は、基地局4に利用可能な最大パワーで、かつ任意の与
えられたスロットで単一の移動局6へデータ通信システムにより支持された最大データレ
ートで伝送する。支持され得る最大データレートは動的であり、移動局6により測定され
たような順方向リンク信号のC/Iに依存する。好ましくは、基地局4は任意の与えられたタ
イムスロットでただ１つの移動局6へ伝送する。
【００７９】
　データ伝送を容易にするため、順方向リンクは４つの時間多重化されたチャンネル、パ
イロットチャンネル、パワー制御チャンネル、制御チャンネル、およびトラヒックチャン
ネルを含む。これらのチャンネルの各々の機能と手段は以下に記述される。例示的実施例
において、トラヒックおよびパワー制御チャンネルは各々幾らかの直交的に拡散されたウ
ォルシュチャンネルを含む。本発明において、トラヒックチャンネルは移動局6へトラヒ
ックデータおよびページングメッセージを伝送するために使用される。ページングメッセ
ージを伝送するために使用されるとき、トラヒックチャンネルはまたこの明細書において
制御チャンネルとして引用される。
【００８０】
　例示的実施例において、順方向リンクの帯域幅は1.2288MHzに選択される。この帯域幅
はIS-95標準に順応するCDMAシステムのために設計される現存しているハードウエア構成
要素を使用することを許容する。しかし、本発明のデータ通信システムは容量を改善する
ためおよび/またはシステム要求に順応するために異なる帯域幅で使用のため採用され得
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る。例えば、5 MHz帯域幅が容量を増すために利用され得る。さらに、順方向リンクおよ
び逆方向リンクの帯域幅が需要でリンク容量をより密集して釣り合わせるために異なる（
例えば、順方向リンクの帯域幅5 MHzおよび逆方向リンクの帯域幅1.2288MHz）ようにでき
る。
【００８１】
　例示的実施例において、短いPNIおよびPNQコードはIS-95標準により特定された同じ長
さ２15PNコードである。1.2288MHzチップレートで、短いPNシーケンスは26.67msec毎に繰
り返す｛26.67msec＝２15/1.2288ｘ10６｝。例示的実施例において、同じ短いPNコードが
データ通信システム内の全ての基地局4により使用される。しかし、各基地局4は基本的な
短いPN系列の1つしかないオフセットにより識別される。例示的実施例において、オフセ
ットは64チップの増分内にある。他の帯域幅およびPNコードが利用され得、本発明の範囲
内である。
【００８２】
（７）順方向リンクトラヒックチャンネル
　本発明の例示的順方向リンクアーキテクチュアのブロック図が図３に示される。データ
はデータパケットに分割され、CRCエンコーダ112に供給される。各データパケットのため
、CRCエンコーダ112はフレームチェックビット（例えばCRCパリティビット）を発生し、
コード末尾ビットを挿入する。CRCエンコーダ112からの形式化されたパケットはデータ、
フレームチェックおよびコード末尾ビット、および以下に記述される他のオーバヘッドビ
ットを含む。形式化されたパケットはエンコーダ114に供給され、例示的実施例において
、それは前述されたU.S.特許出願No．08/743,688に記述された符号化フォーマットにした
がってパケットを符号化する。他の符号化フォーマットも使用され得、本発明の範囲内で
ある。エンコーダ114からの符号化されたパケットはパケット内でコード記号を再順序す
るインターリーバ116へ供給される。インターリーブされたパケットは以下に記述された
方法でパケットの少数部を除去するフレームパンクチャ要素118に供給される。パンクチ
ャされたパケットはスクランブラ122からのスクランブルシーケンスでデータをスクラン
ブルする乗算器120に供給される。パンクチャ要素118およびスクランブラ122は以下に詳
細に記述される。乗算器120からの出力はスクランブルされたパケットを含む。
【００８３】
　スクランブルされたパケットは、パケットをK並列同相および直角チャンネルにデマル
チプレックスする可変レート制御器130に供給され、ここにKはデータレートに依存する。
例示的実施例において、スクランブルされたパケットは、始めに同相(I)および直角(Q)の
ストリームにデマルチプレックスされる。例示的実施例において、Iストリームは偶数の
索引付き記号を含み、Qストリームは奇数の索引付き記号を含む。各ストリームはさらに
、各チャンネルの記号率が全てのデータレートについて固定されるようにK並列チャンネ
ルにデマルチプレックスされる。各ストリームれのKチャンネルは直行チャンネルを提供
するためウォルシュ機能で各チャンネルをカバーするウォルシュカバー要素132へ供給さ
れる。直行チャンネルデータは、全てのデータレートについて一定のチップごと全体エネ
ルギー（およびそれ故一定出力パワー）を維持するためにデータをスケール合わせする利
得要素134へ供給される。利得要素134からのスケール合わせされたデータはプリアンブル
でデータを多重化するマルチプレクサ（MUX）160へ供給される。プリアンブルは以下に詳
細に記述される。MUX160からの出力はトラヒックデータ、パワー制御ビット、およびパイ
ロットデータを多重化するマルチプレクサ（MUX）162へ供給される。MUX162の出力はIウ
ォルシュチャンネルおよびQウォルシュチャンネルを含む。
【００８４】
　データを変調するために使用される例示的変調器のブロック図が図４に示される。Iウ
ォルシュチャンネルおよびQウォルシュチャンネルはそれぞれ合計器212aおよび212bへ供
給され、それはそれぞれIsumおよびQsumを提供するためKウォルシュチャンネルを合計す
る。IsumおよびQsum信号は複素数乗算器214へ供給される。複素数乗算器214はまた、それ
ぞれ乗算器236aおよび236bからのPN－IおよびPN－Q信号を受け、以下の数式にしたがって
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２つの複素数入力を乗算する：
【数２】

【００８５】
ここに、ImultおよびQmultは複素数乗算器214からの出力であり、ｊは複素数表示である
。ImultおよびQmult信号はそれぞれ信号を濾波するフィルタ216aおよび216bへ供給される
。フィルタ216aおよび216bからの濾波された信号はそれぞれ乗算器218aおよび218bへ供給
され、それはそれぞれ同相正弦COS(ｗct)および直角正弦SIN(wct)で信号を乗算する。I変
調およびQ変調された信号は順方向の変調された波形S(t)を提供するため信号を合計する
合計器220へ供給される。
【００８６】
　例示的実施例において、データパケットは長いPNコードおよび短いPNコードで拡散され
る。長いPNコードは、パケットが定められた移動局6のみがパケットをデスクランブルで
きるようにパケットをスクランブルする。例示的実施例において、パイロットおよびパワ
ー制御ビットおよび制御チャンネルパケットは、全ての移動局6がこれらのビットを受信
することを許されるように長いPNコードではなく短いPNコードで拡散される。長いPNシー
ケンスは長いコード発生器232により発生され、マルチプレクサ（MUX）234へ供給される
。長いPNマスクは長いPNシーケンスのオフセットを決定し、行き先移動局6へ１つしかな
く割り当てられる。MUX234からの出力は伝送のデータ部分およびさもなくばゼロ（例えば
パイロットおよびパワー制御部分の間中）の間中長いPNシーケンスである。MUX234からゲ
ートされた長いPNシーケンスおよび短いコード発生器238からの短いPNIおよびPNQシーケ
ンスはそれぞれ乗算器236aおよび236bへ供給され、それはそれぞれPN－IおよびPN－Qを形
成するため2組の系列を乗算する。PN－IおよびPN－Q信号は複素数乗算器214へ供給される
。
【００８７】
　図３および４に示された例示的トラヒックチャンネルのブロック図は順方向リンクのデ
ータ符号化および変調を支持する多数のアーキテクチュアの１つである。IS-95標準に適
合するCDMAシステムにおける順方向リンクトラヒックチャンネルのアーキテクチュアのよ
うな他のアーキテクチュアがまた利用され得、本発明の範囲内である。
【００８８】
　例示的実施例において、基地局4により支持されるデータレートが決定され、各支持さ
れたデータレートが1つしかないレート索引に割り当てられる。移動局6はC/I測定に基づ
いた支持されたデータレートの１つを選択する。要求されたデータレートが、要求された
データレートでデータを伝送するため、その基地局4へ向けるため基地局4へ送られること
が必要であるので、支持されたデータレートの数と要求されたデータレートを確認するた
めに必要とされるビットの数との間でトレイドオフが作られる。例示的実施例において、
支持されたデータレートの数は７であり、3ビットレート索引が要求されたデータレート
を確認するために使用される。支持されたデータレートの例示的定義が表１に示される。
支持されたデータレートの異なった定義が熟考され得、本発明の範囲内である。
【００８９】
　例示的実施例において、最小のデータレートは38.4Kbpsであり、最大データレートは2.
4576Mbpsである。最小データレートは、システムにおけるより悪い場合のC/I測定、シス
テムの処理利得、誤り訂正コードの設計、および性能の所望のレベルに基づいて選定され
る。例示的実施例において、支持されるデータレートは、連続した支持されたデータレー
ト間の差が３ｄBであるように選ばれる。３ｄB増分は移動局6により達成され得るC/I測定
の精度、C/I測定に基づいたデータレートの量子化からもたらされる損失（または非効率
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）、および移動局6から基地局4へ要求されたデータレートを伝送するために必要なビット
の数（またはビットレート）を含む複数の要因間の妥協である。より大きな支持されたデ
ータレートは要求されたデータレートを確認するためにより多くのビットを要求するが、
計算された最大データレートと支持されたデータレートとの間のより小さな量子化誤差の
ため、順方向リンクのより効率的な使用を許容する。本発明は支持されたデータレートの
任意の数および表1にリストされたデータより他のデータレートの使用に向けられる。
【００９０】
　トラヒックチャンネルパラメタ、注：16－QAM変調
【表１】

【００９１】
　本発明の例示的順方向リンクフレーム構造の図が図５に示される。トラヒックチャンネ
ル伝送はフレーム内で区切られ、例示的実施例において、それは短いPNシーケンスの長さ
と同じ、あるいは26.67msecに定義される。各フレームは全ての移動局6へアドレスされた
制御チャンネル情報（制御チャンネルフレーム）、特定の移動局6へアドレスされたトラ
ヒックデータ（トラヒックフレーム）を伴うことができ、または空（遊びフレーム）であ
り得る。各フレームの内容は伝送している基地局4により実行されるスケジュールにより
決定される。例示的実施例において、各フレームは16タイムスロットを含み、各タイムス
ロットは1.667msecの持続を有する。1.667msecのタイムスロットは順方向リンク信号のC/
I測定を実行するために移動局6を可能にするに十分である。1.667msecのタイムスロット
はまた効率的なパケットデータ伝送のために十分な時間の量を表わす。例示的実施例にお
いて、各タイムスロットはさらに４つのクォータスロットに分割される。
【００９２】
　本発明において、各データパケットは表１に示された１つまたはそれ以上のタイムスロ
ットに亘って伝送される。例示的実施例において、各順方向リンクデータパケットは1024
または2048ビットを含む。かくして、各データパケットを伝送するために要求されるタイ
ムスロットの数は、38.4Kbpsレートの16タイムスロットから1.2288Mbpsレートおよびより
高い1タイムスロットのデータレートおよび範囲に依存する。
【００９３】
　本発明の順方向リンクスロット構造の例示的図が図６に示される。例示的実施例におい
て、各スロットは４つの時間多重化されたチャンネル、トラヒックチャンネル、制御チャ
ンネル、パイロットチャンネル、およびパワー制御チャンネルの3つを含む。例示的実施
例において、パイロットおよびパワー制御チャンネルは、各タイムスロットにおいて同じ
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トおよびパワー制御バーストは以下に詳細に記述される。
【００９４】
　例示的実施例において、インターリーバ116からのインターリーブされたパケットはパ
イロットおよびパワー制御バーストに従ってパンクチャされる。例示的実施例において、
各インターリーブされたパケットは4096コード記号を含み、図８に示されたように最初の
512コード記号がパンクチャされる。残りのコード記号はトラヒックチャンネル伝送間隔
に時間に対し一列にスキューされる。
【００９５】
　パンクチャされたコード記号は直交ウォルシュカバーを適用する前にデータをランダム
化するためにスクランブルされる。ランダム化することは変調された波形S(t)のピークか
ら平均エンベロープを制限する。スクランブルシーケンスは、技術において知られた方法
の内、直線帰還シフトレジスタで発生され得る。例示的実施例において、スクランブラ12
2は各スロットの開始にLC状態で負荷される。例示的実施例において、スクランブラ122の
クロックはインターリーバ116のクロックと同期しているが、パイロットおよびパワー制
御バースト中停止される。
【００９６】
　例示的実施例において、順方向ウォルシュチャンネル（トラヒックチャンネルおよびパ
ワー制御チャンネルについて）は1.2288Mbpsの固定チップレートで16ビットウォルシュカ
バーにより直交的に拡散される。同相および直角信号ごとの並行直交チャンネルKの数は
、表１に示されたようにデータレートの関数である。例示的実施例において、低いデータ
レートのため、同相および直角ウォルシュカバーは、復調器位相推定誤差に対する混信を
最小限にするため直交設定されるように選ばれる。例えば、16ウォルシュチャンネルにつ
いて、例示的ウォルシュ割り当ては同相信号のためにW0からW7および直角信号のためにW8
からW15である。
【００９７】
　例示的実施例において、QPSK変調が1.2288Mbpsおよびより低いデータレートのために使
用される。QPSK変調のため、各ウォルシュチャンネルは1ビットを含む。例示的実施例に
おいて、2.4576Mbpsの最高のデータレートにおいて、16QAMが使用され、スクランブルさ
れたデータは各2ビット幅である32並行ストリーム、同相信号について16並行ストリーム
および直角信号について16並行ストリームにデマルチプレックスされる。例示的実施例に
おいて、各2ビット記号のLSBはインターリーバ116から出力されたより早い記号である。
例示的実施例において、（０,１,３,２）のQAM変調入力はそれぞれ（＋３,＋１,－１,－
３）の変調値にマップする。ｍ－アレイ位相シフトキーイングPSKのような他の変調体系
の使用が熟考され、本発明の範囲内である。
【００９８】
　同相および直角ウォルシュチャンネルは、データレートに依存しない一定全体伝送パワ
ーを維持するために変調の前にスケール合わせされる。利得設定は変調されないBPSKに等
価な単一参照に正規化される。ウォルシュチャンネル（またはデータレート）の数の関数
として正規化されたチャンネル利得Gは表２に示される。全体正規化パワーが単一に等し
いようなウォルシュチャンネルごとの平均パワー（同相または直交）も表２にリストされ
る。16-QAMのチャンネル利得は、ウォルシュチップごとの正規化されたエネルギーがQPSK
について１および16-QAMについて５であるという事実を説明することに注意を要す。
【００９９】
　トラヒックチャンネル直交チャンネル利得
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【表２】

【０１００】
　本発明において、プリアンブルは各可変レート伝送の最初のスロットと同期して移動局
6を援助するため各トラヒックフレームにパンクチャされる。例示的実施例において、プ
リアンブルは全てゼロシーケンスであり、それはトラヒックフレームについては長いPNコ
ードで拡散されるが、制御チャンネルフレームについては長いPNコードで拡散されない。
例示的実施例において、プリアンブルはウォルシュカバーW1で直交的に拡散された変調さ
れないBPSKである。信号直交チャンネルの使用はピーク対平均エンベロープを最小化する
。また、ゼロでないウォルシュカバーW1の使用は間違ったパイロット検出を最少化し、な
ぜならトラヒックフレームについて、パイロットがウォルシュカバーW0で拡散され、パイ
ロットとプリアンブルが長いPNコードで拡散されないからである。
【０１０１】
　プリアンブルは、データレートの関数である持続のためパケットの開始でトラヒックチ
ャンネルストリームに多重化される。プリアンブルの長さは、間違い検出の可能性を最小
にする間、プリアンブルオーバヘッドが全てのデータレートについて略一定であるように
する。プリアンブルの合計はデータレートの関数として表３に示される。プリアンブルが
データパケットの3.1パーセントまたはそれ以下を含むことに注意を要す。
【０１０２】
　プリアンブルパラメタ
【表３】
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【０１０３】
（８）順方向リンクトラヒックフレームフォーマット
　例示的実施例において、各データパケットはフレームチェックビット、コード末尾ビッ
ト、および他の制御フィールドの付加により形式化される。この明細書において、オクテ
ットは８情報ビットとして定義され、データユニットは単一オクテットでありかつ8情報
ビットを含む。
【０１０４】
　例示的実施例において、順方向リンクは図９および10に示された２つのデータパケット
フォーマットを支持する。パケットフォーマット410は５つのフィールドを含み、パケッ
トフォーマット430は９つのフィールドを含む。パケットフォーマット410は、移動局6に
伝送されるべきデータパケットがDATAフィールド418において全て利用可能なオクテット
で完全に満たすため十分なデータを含むとき使用される。もし伝送されるべきデータの量
がDATAフィールド418において利用可能なオクテットよりも少ないなら、データパケット4
30が使用される。使用されないオクテットは全てゼロで詰められ、PADDINGフィールド446
として示される。
【０１０５】
　例示的実施例において、フレームチェックシーケンス(FCS)フィールド412および432は
、予定の発生器多項式にしたがってCRC発生器112（図３参照）により発生されたCRCパリ
ティビットを含む。例示的実施例において、CRC多項式はｇ(x)＝ｘ16＋ｘ12＋ｘ5＋1であ
るが、他の多項式が使用され得、本発明の範囲内である。例示的実施例において、CRCビ
ットはFMT、SEQ、LEN、DATA、およびPADDINGフィールドに関して計算される。これは順方
向リンクのトラヒックチャンネル上を伝送されたTAILフィールド420および448におけるコ
ード末尾ビットを除いて全てのビットについて誤り検出を提供する。代わりの実施例にお
いて、CRCビットはDATAフィールドにのみ計算される。例示的実施例において、FCSフィー
ルド412および432は16のCRCパリティビットを含むが、異なる数のパリティビットを提供
する他のCRC発生器が使用され得、本発明の範囲内である。本発明のFCSフィールド412お
よび432はCRCパリティビットに関連して記述されたが、他のフレームチェックシーケンス
が使用され得、本発明の範囲内である。例えば、チェック合計はパケットのために計算さ
れ、FCSフィールドに供給され得る。
【０１０６】
　例示的実施例において、フレームフォーマット(FMT)フィールド414および434は、デー
タフレームがデータオクテット（パケットフォーマット410）のみ、またはデータおよび
パッディングおよびゼロあるいはそれ以上のメッセージ（パケットフォーマット430）を
含むかを示す１つの制御ビットをふくむ。例示的実施例において、FMTフィールド414の低
い値はパケットフォーマット410に対応する。代わりに、FMTフィールド434の高い値はパ
ケットフォーマット430に対応する。
【０１０７】
　シーケンス数（SEQ）フィールド416および442はそれぞれデータフィールド418および44
4の最初のデータユニットを識別する。シーケンス数はデータがシーケンスの外で移動局6
へ伝送されること、例えば誤りで受信されたパケットの再伝送を許容する。データユニッ
トレベルにおけるシーケンス数の割り当ては再伝送のフレーム断片化プロトコルの必要を
除去する。シーケンス数はまた移動局6が複製データユニットを検出することを許容する
。FMT、SEQおよびLENの受信で、移動局6は、データユニットが特別な信号メッセージの使
用なく各タイムスロットで受信されたことを決定することができる。シーケンス数を表わ
すために割り当てられたビットの数は、1つのタイムスロットおよびより悪い場合データ
再伝送遅れで伝送され得るデータユニットの最大数に依存する。例示的実施例において、
各データユニットは24ビットシーケンス数により識別される。2.4576Mbpsデータレートに
おいて、各スロットで伝送され得るデータユニットの最大数は略256である。データユニ
ットの各々を識別するために８つのビットが要求される。さらに、より悪い場合のデータ
再伝送遅れが500msecより小さいことが計算され得る。再伝送遅れは移動局6によるNACKメ
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ッセージのため、データの再伝送、およびより悪い場合のバースト誤り実行により起こさ
れる再伝送試みに必要な時間を含む。それ故、24ビットは移動局6が不明瞭さなく受信さ
れたデータユニットを適切に識別することを許容する。SEQフィールド416および442のビ
ット数はDATAフィールド418のサイズおよび再伝送遅れに依存して増減できる。SEQフィー
ルド416および442の異なるビット数の使用は本発明の範囲内である。
【０１０８】
　基地局4がDATAフィールド418の利用可能な空間より少ない移動局6への伝送データを有
するとき、パケットフォーマット430が使用される。パケットフォーマット430は基地局4
が移動局6へ利用可能なデータユニットの最大数まで、任意の数のデータユニットを伝送
することを許容する。例示的実施例において、FMTフィールド434の高い値は基地局4がパ
ケットフォーマット430を伝送していることを示す。パケットフォーマット430内で、LEN
フィールド440はそのパケットで伝送されているデータユニットの数の値を含む。例示的
実施例において、DATAフィールド444が０から255まで配列できるので、LENフィールド440
は長さ8ビットである。
【０１０９】
　DATAフィールド418および444は移動局6へ伝送されるべきデータを含む。例示的実施例
において、パケットフォーマット410について、各データパケットは992がデータビットで
ある1024ビットを含む。しかし、可変長データパケットが情報ビットの数を増加するため
に使用され得、本発明の範囲内である。パケットフォーマット430について、DATAフィー
ルド444のサイズがLENフィールド440により決定される。
【０１１０】
　例示的実施例において、パケットフォーマット430はゼロまたはそれ以上の信号メッセ
ージを伝送するために使用され得る。信号長さ（SIG LEN）フィールド436はオクテットで
次の信号メッセージの長さを含む。例示的実施例において、SIG LENフィールド436は8ビ
ット長である。SIGNALINGフィールド438は信号メッセージを含む。例示的実施例において
、各信号メッセージは、メッセージ識別（MESSAGE ID）フィールド、メッセージ長さ(LEN
)フィールド、および以下に記述されるようなメッセージ実行荷重を含む。
【０１１１】
　PADDINGフィールド446はパッディングオクテットを含み、例示的実施例において、それ
は0x00（hex）に設定される。基地局4がDATAフィールド418において利用可能なオクテッ
トの数より少ない移動局6への伝送データオクテットを有してもよいと言う理由でPADDING
フィールド446は使用される。このオクテットのとき、PADDINGフィールド446は使用され
ないデータフィールドを満たすために十分なパッディングオクテックを含む。PADDINGフ
ィールド446は可変長であり、DATAフィールド444の長さに依存する。
【０１１２】
　パケットフォーマット410および430の最後のフィールドはそれぞれTAILフィールド420
および448である。TAILフィールド420および448は、エンコーダ114（図３参照）を各デー
タパケットの終りで知られた状態に附勢するために使用されるゼロ（0x0）コード末尾ビ
ットを含む。コード末尾ビットは、１つのパケットからのビットのみがコード化プロセス
に使用されるように、エンコーダ114がパケットを簡潔に区分することを許容する。コー
ド末尾ビットはまた、移動局6内のデコーダが解読プロセス中パケット境界を決定するこ
とを許容する。TAILフィールド420および448のビット数はエンコーダ114の設計に依存す
る。例示的実施例において、TAILフィールド420および448はエンコーダ114を知られた状
態に附勢するに十分長い。
【０１１３】
　上記２つのパケットフォーマットは、データおよび信号メッセージの伝送を容易にする
ために使用され得る例示的フォーマットである。種々の他のパケットフォーマットが特定
の通信システムの使用に合うように創造され得る。また、通信システムは上述された２つ
のパケットフォーマットよりさらに適応するように設計され得る。
【０１１４】
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（９）順方向リンク制御チャンネルフレーム
　本発明において、トラヒックチャンネルがまた基地局4から移動局6へメッセージを伝送
するために使用される。伝送されるメッセージの型は：（１）ハンドオフ指示メッセージ
、（２）ページングメッセージ（例えば、その移動局6のための待ち行列にデータがある
特定の移動局6を呼出すこと）、（３）特定の移動局6のための短いデータパケット、およ
び（４）逆方向リンクデータ伝送（ここに後で記述される）用のACKまたはNACKメッセー
ジを含む。他の型のメッセージがまた制御チャンネル上で伝送され得、本発明の範囲内で
ある。呼び設定段階の完成で、移動局6はページングメッセージのため制御チャンネルを
監視し、逆方向リンクパイロット信号の伝送を始める。
【０１１５】
　例示的実施例において、制御チャンネルは図５に示されるように、トラヒックチャンネ
ルにトラヒックデータと時間多重化される。移動局６は、同じく予定のPNコードでカバー
されたプリアンブルを検出することにより制御メッセージを識別する。例示的実施例にお
いて、制御メッセージは、取得中移動局6により決定された固定レートで伝送される。好
ましい実施例において、制御チャンネルのデータレートは76.8Kbpsである。
【０１１６】
　制御チャンネルは制御チャンネルカプセルでメッセージを伝送する。例示的制御チャン
ネルカプセルの図が図11に示される。例示的実施例において、各カプセルはプリアンブル
462、制御実行荷重、およびCRCパリティビット474を含む。制御実行荷重は１つまたはそ
れ以上のメッセージを含み、もし必要ならパッディングビット472を含む。各メッセージ
はメッセージ識別（MSG ID）464、メッセージ長さ（LEN）466、選択的アドレス(ADDR)468
（例えばもしメッセージが特定の移動局6へ向けられるなら）、およびメッセージ実行荷
重470を含む。例示的実施例において、メッセージはオクテット境界に整列される。図11
に示された例示的制御チャンネルカプセルは全ての移動局6へ意図された２つの放送メッ
セージおよび特定の移動局6に向けられた１つのメッセージを含む。MSG IDフィールド464
は、メッセージがアドレスフィールドを要求するか否か（例えばそれが放送または特定の
メッセージであるか否か）を決定する。
【０１１７】
（１０）順方向リンクパイロットチャンネル
　本発明において、順方向リンクパイロットチャンネルは、最初の取得、位相回復、時間
回復およびレート結合のため移動局6により使用されるパイロット信号を提供する。これ
らの使用はIS-95標準に適合するCDMA通信システムのそれに似ている。例示的実施例にお
いて、パイロット信号はまたC/I測定を実行するために移動局6により使用される。
【０１１８】
　本発明の順方向リンクパイロットチャンネルの例示的ブロック図が図３に示される。パ
イロットデータは乗算器156へ供給される全てゼロ（或いは全て１）のシーケンスを含む
。乗算器156はパイロットデータをウォルシュコードW0でカバーする。ウォルシュコードW

0が全てゼロのシーケンスであるので、乗算器156の出力はパイロットデータである。パイ
ロットデータはMUX162により時間多重化され、複素数乗算器214（図４参照）内で短いPNI
コードにより拡散されたIウォルシュチャンネルへ供給される。例示的実施例において、
パイロットデータは、全ての移動局6により受信を許容するため、MUX234によりパイロッ
トバースト中ゲートを閉じられる長いPNコードで拡散されない。かくしてパイロット信号
は変調されないBPSK信号である。
【０１１９】
　パイロット信号を示す図が図６に示される。例示的実施例において、各タイムスロット
は、タイムスロットの第1および第3の4分の１の端に起る2つのパイロットバースト306aお
よび306bを含む。例示的実施例において、各パイロットバースト306は持続において64チ
ップである（Tp＝64チップ）。トラヒックデータまたは制御チャンネルデータの不在で、
基地局4は1200Hzの周期率で非連続波形バーストをもたらしているパイロットおよびパワ
ー制御バーストのみを伝送する。パイロット変調パラメタは表４に一覧表にされる。
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【０１２０】
（１１）逆方向リンクパワー制御
　本発明において、順方向リンクパワー制御チャンネルは、遠隔局6からの逆方向リンク
伝送の伝送パワーを制御するために使用されるパワー制御命令を送るために使用される。
逆方向リンクで、各伝送している移動局6はネットワークで他の全ての移動局6へ干渉源と
して作用する。逆方向リンクの干渉を最小限にし、容量を最大限にするため、各移動局6
の伝送パワーは２つのパワー制御ループにより制御される。例示的実施例において、パワ
ー制御ループは、本発明の譲受人に譲渡され、かつここに引用文献として組込まれた“CD
MAセルラー移動電話システムにおける伝送パワーを制御するための方法および装置”と題
するU.S.特許No．5,056,109に詳細に記述されたCDMAシステムのそれに似ている。他のパ
ワー制御メカニズムがまた熟考され、本発明の範囲内である。
【０１２１】
　第1のパワー制御ループは、逆方向リンク信号質が設定レベルに維持されるように移動
局6の伝送パワーを調節する。信号質は基地局4で受信された逆方向リンクのビットごとエ
ネルギー対ノイズプラス干渉比Eb/I0として測定される。設定レベルはEb/I0設定点として
引用される。第2のパワー制御ループは、フレーム誤り率（FER）により測定されるような
性能の所望なレベルが維持されるような設定点を調節する。各移動局6の伝送パワーが通
信システムの他の移動局6に干渉であるので、パワー制御は逆方向リンクにクリティカル
である。逆方向リンク伝送パワーを最小限にすることは干渉を減少し逆方向リンク容量を
増大する。
【０１２２】
　第1のパワー制御ループ内で、逆方向リンク信号のEb/I0は基地局４で測定される。基地
局4はそれから測定されたEb/I0を設定点と比較する。もし測定されたEb/I0が設定点より
大きいなら、基地局4は移動局6へ伝送パワーを減少するようパワー制御メッセージを伝送
する。代わりに、もし測定されたEb/I0が設定点以下なら、基地局4は移動局6へ伝送パワ
ーを増大するようパワー制御メッセージを伝送する。例示的実施例において、パワー制御
メッセージは１つのパワー制御ビットで実施される。例示的実施例において、パワー制御
ビットの高い値はその伝送パワーを増大することを移動局6に命令し、低い値はその伝送
パワーを減少することを移動局6に命令する。
【０１２３】
　本発明において、各基地局4と通信にある全ての移動局6のパワー制御ビットはパワー制
御チャンネルで伝送される。例示的実施例において、パワー制御チャンネルは16ビットウ
ォルシュカバーで拡散された32直交チャンネルまで含む。各ウォルシュチャンネルは周期
的な間隔で１つの逆方向パワー制御（RPC）ビットまたは1つのFACビットを伝送する。各
活動的な移動局6は、その移動局6のために予定されたRPCビットストリームの伝送につい
て、ウォルシュカバーおよびQPSK変調位相（例えば同相または直角）を定義するRPC索引
を割り当てられる。例示的実施例において、０のRPC索引はFACビットのために保持される
。
【０１２４】
　パワー制御チャンネルの例示的ブロック図が図３に示される。RPCビットは時間の予定
の数各RPCビットを反復する記号中継器150へ供給される。反復されたRPCビットはRPC索引
に対応しているウォルシュカバーでビットをカバーするウォルシュカバー要素152へ供給
される。カバーされたビットは一定の全体伝送パワーを維持するように変調に先立ってビ
ットをスケール合わせする利得要素154へ供給される。例示的実施例において、RPCウォル
シュチャンネルの利得は、全体のRPCチャンネルパワーが全体の利用可能な伝送パワーに
等しいように正規化される。ウォルシュチャンネルの利得は、全ての活動的な移動局6へ
の信頼できるRPC伝送を維持している間、全体の基地局伝送パワーの効率的な利用のため
時間の関数として変化され得る。例示的実施例において、活動的でない移動局6のウォル
シュチャンネル利得がゼロに設定される。RPCウォルシュチャンネルの自動パワー制御は
移動局6からの対応しているDRCチャンネルから順方向リンク質測定の推定を使用すること
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が可能である。利得要素154からのスケール合わせされたRPCビットはMUX162へ供給される
。
【０１２５】
　例示的実施例において、０から15のRPC索引はウォルシュカバーW0からW15にそれぞれ割
り当てられ、スロット内で第1パイロットバースト（図7のRPCバースト304）を周囲に伝送
される。16から31のRPC索引はそれぞれウォルシュカバーW0からW15割り当てられ、スロッ
ト内で第2パイロットバースト（図7のRPCバースト308）を周囲に伝送される。例示的実施
例において、RPCビットは同相信号に変調された偶数ウォルシュカバー（例えばW0、W2、W

4等）および直角信号に変調された奇数ウォルシュカバー（例えばW1、W3、W5等）でBPSK
変調される。ピーク対平均エンベロープを減少するため、同相と直角パワーをバランスす
ることが好ましい。さらに、復調位相推定誤差による漏話を最小化するため、同相と直角
信号に直交カバーを割り当てることが好ましい。
【０１２６】
　例示的実施例において、31RPCビットまでが各タイムスロットで31RPCウォルシュチャン
ネルに伝送され得る。例示的実施例において、15RPCビットが第1の半分のスロットで伝送
され、16RPCビットが第2の半分のスロットで伝送される。RPCビットは合計器212（図４参
照）により結合され、図７に示されるようなパワー制御チャンネルの波形を含む。
【０１２７】
　パワー制御チャンネルのタイミング図が図６に示される。例示的実施例において、RPC
ビットレートは600bps、あるいはタイムスロットごとに１つのRPCビットである。各RPCビ
ットは時間多重化され、図６および７に示されるように、２つのRPCバースト（例えばRPC
バースト304aおよび304b）上に伝送される。例示的実施例において、各RPCバーストは幅(
Tpc＝32チップ)として32PNチップ（即ち２ウォルシュ記号）であり、各RPCビットの全体
の幅は64PNチップ（即ち４ウォルシュ記号）である。他のRPCビットレートが記号反復の
数を変更することにより得られ得る。例えば、1200bpsのRPCビットレート（63移動局6ま
で同時に支持するため、またはパワー制御率を増加するため）は、第1組の31RPCビットを
RPCバースト304aおよび304bで、第2組の32RPCビットをRPCバースト308aおよび308bで伝送
することにより得られ得る。この場合、全てのウォルシュカバーは同相および直角信号に
使用される。RPCビットの変調パラメタは表４に要約される。
【０１２８】
　パイロットおよびパワー制御変調パラメタ
【表４】

【０１２９】
　各基地局4と通信にある移動局6の数が利用可能なRPCウォルシュチャンネルの数より少
ないので、パワー制御チャンネルはバースト的な特質を有する。この状態において、ある
RPCウォルシュチャンネルは利得要素154の利得の適当な調節によりゼロに設定される。
【０１３０】
　例示的実施例において、RPCビットは処理遅れを最少化するためコード化およびインタ
ーリーブすることなく移動局6へ伝送される。さらに、誤りがパワー制御ループにより次
のタイムスロットで訂正され得るので、パワー制御ビットの誤った受信は本発明のデータ
通信システムに有害ではない。
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【０１３１】
　本発明において、移動局6は逆方向リンクにおいて多数の基地局4とソフトハンドオフに
あり得る。ソフトハンドオフにある移動局6の逆方向リンクパワー制御の方法および装置
は前述のU.S.特許No．5,056,109に開示される。ソフトハンドオフにある移動局6は、活動
的な組にある各基地局4のRPCウォルシュチャンネルを監視し、前述のU.S.特許No．5,056,
109に開示された方法に従ってRPCビットを結合する。第1の実施例において、移動局6は降
下パワー命令の論理ORを実行する。もし受信されたRPCビットのいずれか１つが伝送パワ
ーを減少するように移動局6に命令するなら、移動局6は伝送パワーを減少する。第2の実
施例において、ソフトハンドオフにある移動局6は、ハード判定を成す前にRPCビットのソ
フト判定を結合することができる。受信されたRPCビットを処理する他の実施例が熟考さ
れ得、本発明の範囲内である。
【０１３２】
　本発明において、FACビットは、構成されたパイロットチャンネルのトラヒックチャン
ネルが次の半分のフレームで伝送しているであろうか否かを移動局6へ表示する。FACビッ
トの使用は移動局6によるC/I推定、およびそれ故干渉活動の知識を放送することによりデ
ータレート要求を改善する。例示的実施例において、FACビットは半分のフレーム境界で
のみ変化し、75bpsのビットレートをもたらす８つの連続したタイムスロットで反復され
る。FACビットのパラメタは表４に一覧表示される。
【０１３３】
　FACビットの使用で、移動局6は以下のようにC/I測定を計算できる：
【数３】

【０１３４】
ここに（C/I）ｉはｉ番目の順方向リンク信号のC/I測定であり、Cｉはｉ番目の順方向リ
ンク信号の全体の受信されたパワーであり、Cｊはｊ番目の順方向リンク信号の受信され
たパワーであり、Ｉは全ての基地局4が伝送しているとするときの全体の干渉であり、α

ｊはｊ番目の順方向リンク信号のFACビットでありFACビットに依存して0または１であり
得る。
【０１３５】
（１２）逆方向リンクデータ伝送
　本発明において、逆方向リンクは可変レートデータ伝送を支持する。可変レートは柔軟
性を提供し、移動局6が基地局4へ伝送されるべきデータの量に依存して複数のデータレー
トの１つで伝送することを許容する。例示的実施例において、移動局6は任意の時間に最
も低いデータレートでデータを伝送できる。例示的実施例において、より高いデータレー
トでのデータ伝送は基地局4による許可を必要とする。この実行は逆方向リンク資源の効
率的な利用を提供している間、逆方向リンク伝送遅れを最小限にする。
【０１３６】
　本発明の逆方向リンクデータ伝送の流れ図の例示的図が図16に示される。ブロック802
で逆方向リンクに最も遅いレートのデータチャンネルを確立するため、前述のU.S.特許No
．5,289,527に記述されたように、移動局6は最初にスロットｎで、アクセスプローブを実
行する。同じスロットｎにおいて、基地局4はアクセスプローブを復調し、ブロック804で
アクセスメッセージを受信する。基地局4がデータチャンネルのため要求を許可し、スロ
ットｎ＋２で、ブロック806により制御チャンネルの許可および割り当てられたRPC索引を
伝送する。スロットｎ＋２で、移動局6は許可を受信し、ブロック808で基地局4によりパ
ワーを制御される。スロットｎ＋３の始めに、移動局6はパイロット信号の伝送を開始し
、逆方向リンクの最も低いデータチャンネルへの直接アクセスを有する。
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【０１３７】
　もし移動局6がトラヒックデータを有し、高いレートのデータチャンネルを要求するな
ら、移動局6はブロック810で要求を開始できる。スロットｎ＋３において、基地局４はブ
ロック812で高速データ要求を受信する。スロットｎ＋５において、基地局４はブロック8
14で制御チャンネルに許可を伝送する。スロットｎ＋５において、移動局6はブロック816
で許可を受信し、スロットｎ＋６において開始している逆方向リンクに、ブロック818で
高速データ伝送を開始する。
【０１３８】
（１３）逆方向リンクアーキテクチュア
　本発明のデータ通信システムにおいて、逆方向リンク伝送は幾つかの方法で順方向リン
ク伝送から異なる。順方向リンクにおいては、データ伝送は典型的に1つの基地局4から１
つの移動局6へ起る。しかし、逆方向リンクにおいては、各基地局4は多数の移動局6から
同時にデータ伝送を受信できる。例示的実施例において、各移動局６は基地局4へ伝送さ
れるべきデータの量に依存している複数のデータレートの１つで伝送できる。このシステ
ム設計はデータ通信の非対称特性を反映する。
【０１３９】
　例示的実施例において、逆方向リンクの時間ベースユニットは順方向リンクの時間ベー
スユニットと同一である。例示的実施例において、順方向リンクおよび逆方向リンクデー
タ伝送は1.667msec持続であるタイムスロット上で起る。しかし、逆方向リンク上のデー
タ伝送が典型的により低いデータレートで起るので、より長い時間ベースユニットが効率
を改善するために使用され得る。
【０１４０】
　例示的実施例において、逆方向リンクは２つのチャンネル：パイロット/DRCチャンネル
およびデータチャンネルを支持する。これらの各チャンネルの機能と実行は以下に記述さ
れる。パイロット/DRCチャンネルはパイロット信号およびDRCメッセージを伝送するため
に使用され、データチャンネルはトラヒックデータを伝送するために使用される。
【０１４１】
　本発明の例示的逆方向リンクフレーム構造の図が図14に示される。例示的実施例におい
て、逆方向リンクフレーム構造は図５に示された順方向リンクレーム構造に似ている。し
かし、逆方向リンクにおいてはパイロット/DRCデータおよびトラヒックデータが同相およ
び直角チャンネルに同時に伝送される。
【０１４２】
　例示的実施例において、移動局6は、移動局6が高速データ伝送を受信しているときはい
つも各タイムスロットでパイロット/DRCチャンネルにDRCメッセージを伝送する。代わり
に、移動局6が高速データ伝送を受信していないときは、パイロット/DRCチャンネルの一
連のスロットはパイロット信号を含む。パイロット信号は、幾つかの機能のため：最初の
取得の助けとして、パイロット/DRCおよびデータチャンネルの位相基準として、および閉
ループ逆方向リンクパワー制御の源として、受信基地局４により使用される。
【０１４３】
　例示的実施例において、逆方向リンクの帯域幅は1.2288MHzに選択される。この帯域幅
はIS-95標準に適合するCDMAシステムのため設計された現存のハードウエアの使用を許容
する。しかし、たの帯域幅が容量を増加するためおよび/またはシステム要求に適合する
ために利用され得る。例示的実施例において、IS-95標準により特定されたそれらのよう
に同じ長いPNコードおよび短いPNIおよびPNQコードが逆方向リンク信号を拡散するために
使用される。例示的実施例において、逆方向リンクチャンネルはQPSK変調を使用して伝送
される。代わりに、QPSK変調は、改良された性能をもたらし得る変調信号のピーク対平均
振幅変化を最小化するために使用され得る。異なるシステム帯域幅、PNコード、および変
調の試みが熟考され得、本発明の範囲内である。
【０１４４】
　例示的実施例において、パイロット/DRCチャンネルおよびデータチャンネル上の逆方向
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リンク伝送の伝送パワーは、基地局4で測定されるような逆方向リンク信号のEb/I0が、前
述のU.S.特許No．5,506,109に記述されたような予定のEb/I0設定点に維持される。パワー
制御は移動局6と通信にある基地局4により維持され、命令は上述されたようにRPCビット
として伝送される。
【０１４５】
（１４）逆方向リンクデータチャンネル
　本発明の例示的逆方向リンクアーキテクチュアのブロック図が図13に示される。データ
はデータパケットに区分され、エンコーダ612へ供給される。各データパケットについて
、エンコーダ612はCRCパリティビットを発生し、コード末尾ビットを挿入し、データを符
号化する。例示的実施例において、エンコーダ612は前述のU.S.特許出願No．08/743,688
に記述された符号化フォーマットに従ってパケットを符号化する。他の符号化フォーマッ
トがまた使用され得、本発明の範囲内である。エンコーダ612からの符号化されたパケッ
トはパケット内でコード記号を再順序付けするブロックインターリーバ614へ供給される
。インターリーブされたパケットはウォルシュカバーでデータをカバーしかつカバーされ
たデータを利得要素618へ供給する乗算器616へ供給される。利得要素618はデータレート
と無関係なビットEbにつき一定エネルギーを維持するためデータをスケール合わせする。
利得要素618からのスケール合わせされたデータは、それぞれPN－QおよびPN－I系列でデ
ータを拡散する乗算器650bおよび650dへ供給される。乗算器650bおよび650dからの拡散さ
れたデータは、それぞれデータを濾波するフィルタ652bおよび652dへ供給される。フィル
タ652aおよび652bからの濾波された信号は合計器654aへ供給され、フィルタ652cおよび65
2dからの濾波された信号は合計器654bへ供給される。合計器654はデータチャンネルから
の信号とパイロット/DRCチャンネルからの信号とを合計する。合計器654aおよび654bの出
力は、それぞれ（順方向リンクとして）同相正弦COS(Wct)および直角正弦SIN(Wct)で変調
されかつ合計される（図13に示されない）IOUTおよびQOUTをそれぞれ含む。例示的実施例
においてトラヒックデータは正弦の同相および直角位相の両方で伝送される。
【０１４６】
　例示的実施例において、データは長いPNコードおよび短いPNコードで拡散される。長い
PNコードは、受信している基地局4が伝送している移動局6を識別できるようにデータをス
クランブルする。短いPNコードはシステム帯域幅の信号を拡散する。長いPNシーケンスは
長いコード発生器642により発生され、乗算器646へ供給される。短いPNIおよびPNQシーケ
ンスは短いコード発生器644により発生され、またそれぞれPN－IおよびPN－Q信号を形成
するため２組のシーケンスを乗算する乗算器646aおよび646bへそれぞれ供給される。タイ
ミング/制御回路640はタイミング基準を提供する。
【０１４７】
　図13に示されたようなデータチャンネルアーキテクチュアの例示的ブロック図は逆方向
リンクのデータ符号化および変調を支持する多くのアーキテクチュアの１つである。高レ
ートデータ伝送のため、アーキテクチュアは順方向リンク利用多重直交チャンネルのそれ
がまた使用され得ることに似ている。IS-95標準に適合するCDMAシステムにおける逆方向
リンクトラヒックチャンネルのアーキテクチュアのような、他のアーキテクチュアがまた
熟考され得、本発明の範囲内である。
【０１４８】
　例示的実施例において、逆方向リンクデータチャンネルは表５に作表された4つのデー
タレートを支持する。付加的なデータレートおよび/または異なるデータレートが支持さ
れ得、本発明の範囲内である。例示的実施例において、逆方向リンクのパケットサイズは
表５に示されたようにデータレートに依存している。前述されたU.S.特許出願No．08/743
,688に記述されたように、改良されたデコーダ性能はより大きいパケットサイズのために
得られ得る。かくして、表５に表示されたこれらより異なるパケットサイズが性能を改良
するために利用され得、本発明の範囲内である。加えて、パケットサイズはデータレート
に依存しないパラメタで作られ得る。
【０１４９】
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　パイロットおよびパワー制御変調パラメタ
【表５】

【０１５０】
　表５に示されるように、逆方向リンクは複数のデータレートを支持する。例示的実施例
において、9.6Kbpsの最も低いデータレートが基地局4で登録上各移動局6に割り当てられ
る。例示的実施例において、移動局6は基地局4からの許可を必要とすることなく任意のタ
イムスロットで最も低いレートのデータチャンネルにデータを伝送できる。例示的実施例
において、より高いデータレートでの伝送は、システム負荷、公正および全体のスループ
ットのような一組のシステムパラメタに基礎を置いた選択された基地局４により許可され
る。高速データ伝送の例示的スケジューリング機構は前述のU.S.特許出願No．08/798,951
に詳細に記述される。
【０１５１】
（１５）逆方向リンクパイロット/DRCチャンネル
　パイロット/DRCチャンネルの例示的ブロック図が図13に示される。DRCメッセージは予
定のコーディングフォーマットに従ってメッセージを符号化するDRCエンコーダ626へ供給
される。間違った順方向リンクデータレート決定がシステムスループット性能に強い影響
を与えるので、DRCメッセージの符号化はDRCメッセージの誤りの可能性を十分に低くする
必要のため重要である。例示的実施例において、DRCエンコーダ626は、3ビットDRCメッセ
ージを8ビットコード語に符号化するレート（８、４）CRCブロックエンコーダである。符
号化されたDRCメッセージは、DRCメッセージが向けられる行き先基地局4を1つしかなく識
別するウォルシュコードでメッセージをカバーする乗算器628へ供給される。ウォルシュ
コードはウォルシュ発生器624により供給される。カバーされたDRCメッセージは、メッセ
ージをパイロットデータと乗算する乗算器（MUX）630へ供給される。DRCメッセージおよ
びパイロットデータはそれぞれPN－IおよびPN－Q信号でデータを拡散する乗算器650aおよ
び650cへ供給される。かくして、パイロットおよびDRCメッセージは正弦の同相および直
角位相の両方で伝送される。
【０１５２】
　例示的実施例において、DRCメッセージは選択された基地局4へ伝送される。これは選択
された基地局4を識別するウォルシュコードでDRCメッセージをカバーすることにより達成
される。例示的実施例において、ウォルシュコードは128チップ長である。128チップウォ
ルシュコードの由来は技術において知られている。１つの唯一のウォルシュコードが移動
局6と通信にある各基地局4に割り当てられる。各基地局4はその割り当てられたウォルシ
ュコードでDRCチャンネルの信号をデカバーする。選択された基地局4はDRCメッセージを
デカバーすることができ、それに応答して順方向リンクで要求している移動局6へデータ
を伝送する。これらの基地局４が異なるウォルシュコードを割り当てられるので、他の基
地局4は要求されたデータレートがそれらに向けられないことを決定することができる。
【０１５３】
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　例示的実施例において、データ通信システムにおける全ての基地局４について逆方向リ
ンクの短いPNコードは同じであり、異なる基地局4を識別するために短いPNシーケンスに
オフセットがない。本発明のデータ通信システムは逆方向リンク上でソフトハンドオフを
支持する。オフセットのない同じ短いPNコードの使用は、ソフトハンドオフ中多くの基地
局４が移動局6からの同じ逆方向リンク伝送を受信することを許容する。短いPNコードは
スペクトラル拡散を提供するが、基地局４の識別を許容しない。
【０１５４】
　例示的実施例において、DRCメッセージは移動局6により要求されたデータレートを運ぶ
。例示的実施例において、DRCメッセージは順方向リンクの質（例えば移動局6により測定
されたようなC/I情報）の表示を運ぶ。移動局6は１つまたはそれ以上の基地局４から順方
向リンクパイロット信号を同時に受信でき、各受信されたパイロット信号のC/I測定を実
行する。移動局6はそれから、現在および前のC/I測定と比較出来る一組のパラメタに基づ
いた最良の基地局４を選択する。レート制御情報は複数の実施例の１つにおいて基地局４
へ伝えられ得るDRCメッセージ内に形式化される。
【０１５５】
　第1の実施例において、移動局6は要求されたデータレートに基づいてDRCメッセージを
伝送する。要求されたデータレートは移動局6により測定されたC/Iで満足な性能を生じる
最高の支持されたデータレートである。C/I測定から、移動局6は最初に満足な性能を生じ
る最大データレートを計算する。最大データレートはそれから１つの支持されたデータレ
ートに量子化され、要求されたデータレートとして指定される。要求されたデータレート
に対応しているデータレート索引が選択された基地局4へ伝送される。例示的な支持され
たデータレートの組および対応しているデータレート索引が表１に示される。
【０１５６】
　第2の実施例において、移動局6は選択された基地局４へ順方向リンク質の表示を伝送し
、移動局6はC/I測定の量子化された値を表わすC/I索引を伝送する。C/I測定は表にマップ
され得、C/I索引と連合される。C/I索引を表わすためより多くのビットを使用することは
C/I測定のより細かい量子化を許容する。また、マップすることは直線にできあるいは予
め歪められ得る。直線マッピングについて、C/I索引における各増分はC/I測定における対
応している増加を表わす。例えば、C/I索引の各段階がC/I測定の2.0ｄB増加を表わすこと
ができる。予め歪められたマッピングについて、C/I索引における各増分はC/I測定におけ
る異なる増加を表わすことができる。例として、予め歪められたマッピングは、図18に示
されるようなC/I分布の累積分布関数（CDF）曲線に合致するようにC/I測定を量子化する
ために使用され得る。
【０１５７】
　移動局6から基地局４へレート制御情報を伝える他の実施例は熟考され、本発明の範囲
内である。さらに、レート制御情報を表わすため異なる数のビットの使用はまた本発明の
範囲内である。多くの明細書をとおして、本発明は簡素化のため、要求されたデータレー
トを伝えるためにDRCメッセージを使用する第1の実施例の環境で記述される。
【０１５８】
　例示的実施例において、C/I測定はCDMAシステムに使用されるそれに似た方法で順方向
リンクパイロット信号で実行され得る。C/I測定を実行する方法および装置は、本発明の
譲受人に譲渡され、かつここに引用文献として組込まれた1996年9月27日申請の“スペク
トラム拡散通信システムにおけるリンク質を測定する方法および装置”と題するU.S.特許
出願No．08/722,763に記述される。要約すると、パイロット信号のC/I測定は短いPNコー
ドで受信された信号を逆拡散することにより得られ得る。もしC/I測定のときと実際のデ
ータ伝送のときとの間でチャンネル状態が変化したなら、パイロット信号のC/I測定は不
正確さを含む。本発明においては、FACビットの使用は、要求されたデータレートを決定
するとき、移動局6が順方向リンク活動を考慮に取り入れることを許容する。
【０１５９】
　代わりの実施例において、C/I測定は順方向リンクトラヒックチャンネルで実行され得
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る。トラヒックチャンネル信号は最初に長いPNコードおよび短いPNコードで脱拡散され、
ウォルシュコードで脱カバーされる。データチャンネルの信号のC/I測定は、伝送された
パワーのより大きいパーセンテージがデータ伝送に割り当てられるので、より正確であり
得る。移動局6により受信された順方向リンク信号のC/Iを測定する他の方法はまた熟考さ
れ得、本発明の範囲内である。
【０１６０】
　例示的実施例において、DRCメッセージはタイムスロット（図14参照）の始めの半分で
伝送される。例示的タイムスロット1.667msecのため、DRCメッセージはタイムスロットの
1024チップまたは0.83msec を含む。時間の残りの1024チップはメッセージを復調および
解読するために基地局４により使用される。タイムスロットの早い部分におけるDRCメッ
セージの伝送は、基地局4が同じタイムスロット内でDRCメッセージを解読し、直ぐに続く
タイムスロットにおいて要求されたデータレートでデータをおそらく伝送することを許容
する。短い処理遅れは本発明の通信システムが運転環境の変化に速やかに適応することを
許容する。
【０１６１】
　代わりの実施例において、要求されたデータレートは絶対的基準および相対的基準の使
用により基地局４へ伝えられる。この実施例において、要求されたデータレートを含んで
いる絶対的基準は周期的に伝送される。絶対的基準は基地局4が移動局6により要求された
正確なデータレートを決定することを許容する。絶対的基準の伝送間の各タイムスロット
のために、移動局6は、近く起るタイムスロットの要求されたデータレートが前のタイム
スロットの要求されたデータレートより高いか、低いか、または同じかを示す相対的基準
を基地局4へ伝送する。移動局6は周期的に絶対的基準を伝送する。データレート索引の周
期的な伝送は、要求されたデータレートが知られた状態に設定され、相対的な基準の間違
った受信が蓄積しないことを確保することを許容する。絶対的基準および相対的基準の使
用は、移動局6へのDRCメッセージの伝送レートを減少できる。要求されたデータレートを
伝送するための他のプロトコルが熟考され、本発明の範囲内である。
【０１６２】
（１６）逆方向リンクアクセスチャンネル
　アクセスチャンネルは登録位相中、基地局4へメッセージを伝送するために移動局6によ
り使用される。例示的実施例において、アクセスチャンネルは移動局6によりランダムに
アクセスされる各スロットを有するスロットされた構成を使用して実行される。例示的実
施例において、アクセスチャンネルはDRCチャンネルと時間多重化される。
【０１６３】
　例示的実施例において、アクセスチャンネルはアクセスチャンネルカプセル内にメッセ
ージを伝送する。例示的実施例において、アクセスチャンネルフレームフォーマットは、
タイミングがIS-95標準により特定された20msecフレームの代わりに26.67msecであること
を除いて、IS-95標準により特定されたものと同一である。例示的アクセスチャンネルカ
プセルの図が図15に示される。例示的実施例において、各アクセスチャンネルカプセル71
2はプリアンブル722、１つまたはそれ以上のメッセージカプセル724、およびパッディン
グビット726を含む。各メッセージカプセル724はメッセージ長さ（MSG LEN）フィールド7
32、メッセージ本体734、およびCRCパリティビット736を含む。
【０１６４】
（１７）逆方向リンクNACKチャンネル
　本発明において、移動局6はデータチャンネルにNACKメッセージを伝送する。NACKメッ
セージは移動局6により誤りで受信された各パケットとして発生される。例示的実施例に
おいて、NACKメッセージは、前述されたU.S.特許No．5,504,773に記述されたように、ブ
ランクおよびバースト信号データフォーマットを使用して伝送され得る。
【０１６５】
　本発明はNACKプロトコルの文脈で記述されたが、ACKプロトコルの使用は熟考され得、
本発明の範囲内である。
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【０１６６】
　好ましい実施例の上記記述は技術に熟練したどんな者にも本発明を作りまたは使用する
ことを可能にするように提供された。これらの実施例に対する種々な変形が技術に熟練し
た者に既に明らかであり、ここに定義された基本的な原理は発明の能力を使用することな
く他の実施例に適用されるかもしれない。かくして、本発明はここに示された実施例に限
定されることを意図されず、ここに開示された原理および新規な特徴と合致した最も広い
範囲に従わされるべきである。

【図１】 【図２】
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